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序

仙台市内には原始の時代から近世に至る数多 くの遺跡

がみられ、悠久の音より人々が生活をいとなみ、文化を

築きあげてきたことが窺われます。とりわけ、本報告の

元袋Ⅲ遺跡が位置する富沢 。大野田地区には縄文時代か

ら連綿と続 く遺跡群がみられ、原始古代の生活の生きざ

まが深 く地に眠りつづけている所 とも言えます。しかし、

近年の相次 ぐ開発事業に伴って遺跡のおかれている環境

は年毎に難しくなっていることも否めず、事前の発掘調

査による記録保存に努力しているというのが現状であり

ます。先人の残した文化財資源を保護し、保存活用を図

り、後世に継承して行 くことは私たちに課せられた責務

と考えるところであります。

此度の調査では奈良・平安時代の住居跡や数多 くの上

器が出土し、当時の生活を知る発見がなされ、仙台の古

代の歴史を知る貴重な成果があげられました。本書はそ

の成果を大成し広 く公開するものであります。

最後になりましたが、調査ならびに本報告書の刊行に

際しましては多 くの方々の御協力、御助言をいただきま

したことを深 く感謝申し上げます。

昭和 62年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤  井



例

1.本書は宅地造成工事に伴う元袋Ⅲ遺跡の発掘調査報告書である。

2.本書の文章・実測図中の方位は真北で統一してある。

3.本書掲載の図 1は国土地理院発行の 5万分の 1「仙台」を複製使用した。

4。 本書記載の土色は「新版標準土色帖」 (小山・竹原 :1973)を 使用した。

5。 本報告の執筆・編集は渡部弘美が行った。

6.本遺跡の出土遺物は仙台市教育委員会が一括保管している。
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1.調査に至る経過

元袋Ⅲ遺跡の所在する富沢 。大野田地区は、富沢の土地区画整理事業に伴い交通網の整備拡

充がはかられ急速に都市化並びに宅地化が進みつつある。当遺跡周辺はその中にあっては田畑

も多 くみられる地域であった。

昭和 59年、地権者である小林幸作氏が当遺跡南側隣接地において宅地造成計画を立て届出を

仙台市に提出した。当地点は地形等からみて当遺跡に包括される可能性が大きく、遺構等の存

在が予想されたため、協議の結果、試掘調査を行い今後の判断資料とすることにした。成果 と

して、試掘 トレンチ内において住居跡と考えられる方形の落ち込みを二箇所・土器類の出上を

確認し、南側に遺跡の範囲が広がることが判断された。この結果を踏まえて再度協議をし、宅

地造成の道路敷き部分を中心に記録保存を目的とした事前の発掘調査を昭和 61年 4月 より実

施する事になった。

2.調査の方法と経過

調査は掘削をうける道路部分を対象とし、調査区の設定として南北に延びる道路の西側ライ

ンを基準 (真北線から西へ約 3度偏する)と した 6m方眼のグリッドを開発対象区域全面にか

ぶせた。グリット名は南北軸に算用数字、東西軸にアルファベット文字を用いた名称を使用し

た。当初、調査区はFラ インと12・ 13ラ インをとおる変形の卜形で進めたが、必要に応じて拡

張を行っている。尚、本調査区とは別に遺構の広がり等を知る上での資料を得るために確認 ト

レンチを6本設定している。

調査は表土全面を重機で排除し、のち人力で遺構確認を進めていった。現状が畑地で 50 cm

前後の耕作を受けており、遺構の残存状態は部分的に不良な箇所もみられた。遺構の種類 とし

て住居跡 。建物跡・土坑・濤跡などが検出されているが、西側部に集中しており東側部には河

川跡・不整形な土坑が散在するのみであった。調査も中盤にはいり、開発に付随する共同住宅

地部分の調査も追加実施することになり、G～K10～12区の拡張を行っている。

調査も終了にちかづいた7月 5日 には調査現場で説明会を開催し、一般に公開した。屋外調

査は7月 22日 に終了した。

Ⅱ.遺跡の位置 と環境

|.地理的環境

当遺跡は東北本線長町駅 より南西へ約 lkm、 魚川が東流し大 きく南側へ流路を変える地点、



仙台市大野田字元袋・袋東地内に所在する。

遺跡周辺の地形を概観すると、奥羽山脈から分岐し延びる青葉山丘陵・高舘丘陵が東側へ張

り出し、両丘陵を名取川が東流開析し支流となる広瀬川を合流し太平洋に注いでいる。丘陵端

から太平洋にかけて広大な面積をもつ沖積平野が両河川により形成されるが、地理的区分で沖

積平野の「宮城野海岸平野」に含まれる。尚、名取川と支流となる広瀬川の合流点付近の河聞

が低地となり「郡山低地」と称している。当地域はこの「郡山低地」の西側部に位置し、名取

川及び支流河川が形成した自然堤防 。後背湿地がみられる。

当遺跡は名取川の支流となる魚川の右岸、馬の背状に東西に延びる自然堤防上に位置する。

標高は 9～10m前後で、周辺の現況は宅地及び畑地 となっている。魚川左岸の北側一帯には後

背湿地が広がつており、過去には広大な面積をもつ水田地帯が広がつていた。魚川以南は徐々

に標高を低め名取川へ続いている。

2.歴史的環境

元袋Ⅲ遺跡が所在する大野田・富沢周辺は良好な地理的環境から数多 くの遺跡が分布してい

る。名取川が丘陵を開析し扇状地状に広がる山田・鈎取地区まで更に範囲を広げて観ると、旧

石器時代から続 く各時代の遺跡が連綿として存在することが観取される。

旧石器時代の遺跡としては、図の外になるが当遺跡西方約 5kmの地点、名取川左岸の台地上

に山田上ノ台遺跡・北前遺跡がある。上町段丘 (台 ノ原段丘の説も有 り)に対比される河岸段

丘面 (標高 50m前後)に位置する。前期・後期旧石器時代の文化層が確認され、三稜尖頭器・

ブレイド等の石器が検出されている。

縄文時代の遺跡は丘陵地から沖積地面の広範囲な地域に分布している。代表的な遺跡として

は山田上ノ台・三神峰・六反田 。図外になるが上野遺跡がある。六反田遺跡を除 く3遺跡はす

べて台地上に位置し、三神峯遺跡では早期～中期の遺構・遺物が発見され、山田上ノ台遺跡で

は中期の住居跡が 40軒程確認されている。六反田遺跡は魚川右岸の自然堤防上に位置する。地

表下約 2mの地点で中期 。後期の遺構 。遺物が検出されている。上層において奈良・平安時代

の文化面が存在し、周辺で普遍的にみられる重層構造の遺構面をもつ。

弥生時代の遺跡 としては下ノ内浦 。西台畑 。南小泉・富沢遺跡等がある。多 くは中期の時期

に属し、立地 として沖積地に位置する。下ノ内浦遺跡では土坑・竪穴遺構が検出され、炭化米・

アメリカ式石鏃等が出上している。生産遺構が主となる富沢遺跡では近世から糸生時代まで朔

る水田跡が検出されている。桝形囲式期 。十二塚式期の水田跡が重層且広範囲に存在すること

が確認されている。

古墳時代になると遺跡は沖積地への拡大傾向がみられ遺跡数も増加し、南小泉遺跡に代表さ

れる集落跡も数多 くみられる。さらに、遠見塚古墳を中心として古墳の築造が開始され、法領
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塚・兜塚古墳等の大小の古墳もみられる。尚、安久東 。図外になるが戸ノ内遺跡では前期に属

する方形周濤墓が確認されている。大野田・富沢地区では前方後円墳の裏町古墳、五反田・春

日社・鳥居塚・王ノ壇を包括する大野田古墳群がみられる。古墳時代 も終末の頃、広瀬川右岸

の地に郡山遺跡が造営される。国府である多賀城以前の官衛遺跡であることが確認され、方四

丁に巡る柵木列 。建物跡が検出されている。

奈良時代になると、当遺跡北方約 4kmの地点に陸奥国分寺・同尼寺が建立される。郡山遺跡

を含めて当地域は早い時期から律令社会に組み込まれていたことが推察される。古墳時代末期

から奈良時代になるが青葉山丘陵の東端部、広瀬川と接する地点には愛宕山横穴群 (向山 。大

年寺・宗禅寺)力 あゞる。集落跡の発見例は他の時期に較べて数的にはあまり多 くはないが、山

口・六反田遺跡では住居跡群が検出されている。

平安時代の遺跡は奈良時代 も含めて沖積地を中心とし、数的にも最も多 く確認されている。

当遺跡周辺では六反田 。山口・下ノ内・下ノ内浦遺跡があり、住居跡とともに掘立柱建物跡も

確認されている。

中世の遺跡は城館が主となる。今泉遺跡・北目城跡・富沢館跡があり、すべて平城である。

今泉遺跡では堀跡・建物跡、大量の陶器 。磁器・木製品が出上し、造営時期は鎌倉中期頃と考

えられている。富沢館跡は現在でも外堀が凹地として遺存し方格を呈していたことが観 られる。

尚、名取川南側の柳生地区には中世の板碑群が数多 く点在している。

3b

13 1 14

層 上   色 土 桂 備

資褐色 耕作土

によい費偶色QOIR4/31 ンルト 奈良・平安期遺構確認面

褐色 (10YR4/6) ンルト 2a層 に較べて粘性あり

的 螂絶 l1011LV0 粘鎮 シルト

3b に然い費禍色(10YR4 31

黒褐色 (107R2/3)

灰黄PBt(10YR5/2)

黄純 QOYR5/0

灰黄褐色(10ⅥM″ )

図 4 F区基本層位

!      1      ?m



Ⅲ日発見遺構 と出土遺物

調査地点はHで述べたように魚川の右岸で東西に延びる自然堤防の東端部付近に位置する。

基本的な層位を 2ケ所での深掘 りではあるが大別して 6層 まで確認した。全体 として褐色系の

上壌で上部はシル ト質、下部につれて粘土質のシル トとなっている。遺構は畑地直下のH層面

のみの確認で、下層からは遺物などの出土もみられなかった。

発見された遺構には住居跡 6軒 。竪穴遺構 1基・掘立柱建物跡 3棟 。土坑 15基 。濤跡 8条・

河川跡 1条 。柱穴及びピット多数がある。多 くの遺構は調査区西側に集中している。遺物は整

理箱にして 30箱程の出土量で、縄文土器 。弥生土器 。上師器・須恵器・陶磁器・瓦・石製品 。

金属製品などがある。上器類が大半を占め、ロクロ使用のものがほとんどである。

1.住居跡

住居跡はすべて竪穴式のもので 6軒確認している。調査区西側に片寄って検出され、出土遺

物から大きく二時期に分けられる。

SI I住居跡

〔増改築〕住居西側において三角形を呈する拡張面がみられ、部分的な改築が認められた。改築

以後をla住居、改築以前をlb住居として以下記していく。

〔遺存状況・平面形・規模〕平面形は両者とも隅丸の方形で、西側を除く三壁は同一面として確

認をしている。規模はla住居が東西辺北側で6.8m。 南側で 6.4m、 lb住居が東西辺北側で

6.4m・南側で 6.4m、 南北辺中央で両者とも6.4mを計る。lb住居は正方形を呈し、la住居

が lb住居の北西部側を若干膨らませた形となっている。床面積はla住居が約 35.3m2、 lb住

居が約 32.5m2を 有する。東壁の方向は真北ラインに対し東へ約 3度偏している。

〔壁 。周濤〕東 。南・北壁は上述の様に同一面となっており特徴の残る西側部でみると、la住

居は壁のみで構成され急角度で床面より立ち上がっており、lb住居は壁面は残存しないがU

字状を呈する周濤が一巡する。この点等から判断して、lb住居は四方に周濤を巡らすもので、

la住居はlb住居の周濤を埋めもどし西側へ拡張を行っているものである。残存壁高は

18～ 23 cm、 周濤は幅 35～40 cmで仄面からの深さ10～19 cmを計る。尚、周濤の底面及び壁に

円形ないし楕円形のピットが多数確認されている。

〔重複関係〕SD6・ 7濤跡、掘立柱と切り合い関係にありすべてに切られている。

〔堆積土〕 6層確認している。黒褐色系のシルト層である。レンズ状堆積を呈している。

〔床面〕住居掘り方底面を床としており、ほぼ平坦である。床面上で大小のピットを多数確認し

ている。
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彊チ

正真
竃⊃

~E

P,5
C一 SL=88m

東側カマ ド

― C′

E― SL=90m

東側カマ ド

P_5
層 上  色 土 控 備

黒褐色 (10YR3/2) 柱痕跡

責灰色 (25Y4/1) 柱痕跡

暗灰責色 (25Y4/2)

P9

層 土  色 土 性 備

暗褐色 (10YR3/3) 粘類 シルト

柱痕跡

層 土  色 土 性 備

罐解勁色 (10YR3/3) 炭化物底面にみられる

確認聯邑 (10YR3/4) 砂質ンルト 焼上をノロック状に含む

黒褐色 (7 5YR2/2) 焼土をノロック状に多量に含む

層 土  色 土  怪 備

黒禍色 (10YR2/3) 炭化物・焼上を全体に合む

黒褐色 (7 5YR3/1) ンルト

3 黒褐色 (10YR3/2)

黒褐色 (10YR2/3) 炭化物少量・焼土多量に含む

黒褐色 (10YR2/3) 炭化物 。焼土まだらに含む

6 暗褐色 (10YR3/4) 鶏土質シルト 炭化物・擁土・土器片合む

嘲雛紫10YR3/4) 多量の炭化物・焼■ (煙道部)

図 5 SI I住居跡

9。 10
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図・番 種 別 器 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底 径 器 高 分類 備

■師器 不 周 諸 屋稗 鷲牙↑7ミ
ガキ

i師器 周浦 沈線有 り

土師器 甕 北側カマド

主師器 鉢 ビット1〔
部―ヨヨナデ
～FA部 ―ヘラケズリ 体 部 ～ 虞面 一ヘ ラナ デ・ ナ デ

土師器 イ 1層 部～体部―ヘラミガキ
ーあさいヘラケズリ

ヘラミガキ
再酸化

■師器 イ 埋 土
憾部～体即 ―ヘラミガキ
部―不明 (ヘ ラミガキ ?)

土師器 既

土師器 変 1層 (183)

土師器 甕 1層 回
体

部一ヨヨナデ ナ
デ

コ
ナ

一
へ

部

一

縁
蔀

口
体

土師器 奏 2層 ナデ・ベラナデ

図 6 SI I住居跡出土遺物 (|)
(単位 inm)



Θ
‐
∩
凶
咽

‐

_「   h_

0                     10Cm

図 7 SI I住居卵出土遺ワ (Z,

〔柱穴〕ピットを床面上で18個、周濤底面及び壁部で20個確認している。位置・深さ・柱痕跡

の検出状況からピット4・ 5。 6・ 7・ 9が la期の柱穴と判断され、lb期でも前述の柱穴が

主柱穴となる可能性があるが明らかに出来なかった。周濤部のピット群はlb期での壁柱穴と

考えられる。

〔カマド〕東壁中央部と北壁中央部の二箇所 (前者を東側カマド・後者を北側カマド)で確認し

ている。遺存状態から東側カマドが la期に、北側カマドが lb期に属すると考えられる。東側

カマドは燃焼部と煙道部が検出され、全長 215 cmを計る。燃焼部は側壁のみの確認で、粘土質

の上で構築されている。大きさは外法で 120 cm・ 内法で 65 cm。 奥行 75 cmを計る。底面は焚

口部から奥壁にかけてほぼ平坦であるが奥壁付近で浅い凹みとなりゆるやかに立ち上がってい

住居跡出土遺物



る。奥壁付近は熱のため赤変しており焼土及び炭化物が一面にみられる。煙道部は一部削平を

受け長円形のピットを呈しているが、断面の形状は奥壁方向から煙道先端部へかけて低 くなり、

さらに一段ピット状に落ち込み急角度に立ち上がる。先端部の壁には炭化物が多量に付着して

いた。推定長 136 cm・ 幅 30～ 40 cmを計る。北側カマ ドは煙道部のみの残存で、先端部付近は

掘立柱に切られている。大きさは長さ 150 cm・ 幅 30 cm程を計 り、底面はほぼ平坦で先端部は

ピット状に一段低 くなっている。炭化物・焼土が多量に含まれている。

〔その他・施設〕床面上で柱穴を除いて大小のピットが13個存在している。ピット間の切り合

いや不規則な位置関係が認められ、特に大きめのピット埋土には焼土 。炭化物 。土器片が含ま

れている。断定はできないが廃棄用の穴としての性格が考えられる。

〔出土遺物〕床面での出土はなく、堆積土・周濤・ピット・カマドからの出土である。多くは堆

積土中からのもので、ロクロ不使用・ロクロ使用の上器が混在している。尚、堆積土以外の上

器はすべてロクロ不使用のものである。種類として土師器・須恵器各器種 。鉄製品・礫がある

が、ほとんどのものが散在して出土しており、まとまりをもつものは確認されなかった。図示

資料は土師器郷 6点 (ロ クロ使用 1点 )・ 甕 5点 (ロ クロ使用 1点 )。 鉢 1点 (ロ クロ不使用)、

須恵器郷 1点 。高台付不 1点・壷 1点、鉄斧 1点である。

S12住居跡

〔遺存状況。平面形・規模〕全体的に遺存不良で北西部隅付近は削平されている。平面形は隅丸

の長方形である。規模は南北辺中央で 4.5m。東西辺中央で4.Omを計る。床面積約 16.3m2を

有する。西壁の方向は真北ラインに対し西へ 9度偏している。

〔重複関係〕SK28土坑を切り、ピットに切られている。

〔堆積土〕 5層確認した。黒褐色系のシルト層である。

〔壁〕床面からゆるやかに立ち上がる。残存壁高は0～15 cmで ある。

〔床面〕住居掘り方底面を床としている。ほぼ平坦である。

〔柱穴〕床面でピットを5個検出しているが規模 。位置から柱穴となりうるものはない。

〔カマド〕東壁中央部に設置されている。燃焼部側壁のみの確認である。側壁には粘土質土及び

10～ 15 cm大 の礫が使用されている。大きさは外法 80 cm・ 内法 40 cm・ 奥行き45 cmを 計る。

燃焼部底面は焚口部よりゆるやかに立ち上がり壁へと延びている。底面左上部に自然礫が1個

据えられており位置からみて支脚としての使用が考えられる。

〔その他・施設〕カマド南側に貯蔵穴状のピット (ピ ット2)がある。平面形は隅丸の四角形を

呈し、長軸 78 cm・ 短軸 75 cmを計る。段を中間にもつ二段掘りの形態で深さは45 cmを 計り、

壁は急角度で立ち上がり、底面は若干の凹凸がみられるが平坦である。ピット内より多くの上

器類が重なり合うように一括して出土している。



〔出土遺物〕堆積土中から多量の上器類が出上しており、緑釉陶器皿の破片も1点出上している。

床面でもカマドを中心として土器片が散在し出上しているが、まとまりをもつ遺物としてはピ

ット2・ 4出上の上器群がある。すべてロクロ使用のものである。図示資料は土師器不 6点・

高台付邦 1点・甕 1点、赤焼土器不 4点、須恵器郷 2点・壷 3点、緑釉陶器皿 1点である。

Q⑬

К⊃減
~

A一 sL=930m

◇

⑤

円鰈

P2D%y

カマ ド

C劾 °

層 土  色 土 性 備

黒褐色 (10YR2/2) 炭化物・焼とを全体に少最含む

黙褐色 (10YR3/2) 炭化物・焼上を少量含む

3 暗褐色 (10YR3/3) 灰白色火山灰を粒状に少量含む

医費慟低 はOYR4/か 炭化物少量含む

黒褐色 (10YR3/2) 炭化物・焼上を少量含む

カマ ド

層 土  色 土 性 備

暗褐色 (7.5YR3/3) 多量の焼上・炭化物・土器片を含む

2 暗褐色 (10YR3/3) 少量の炭化物を含む

層 土  色 土 性 備

黒褐色 (10YR3/2) ン,レ ト 炭化物・焼上を少量含む

黒褐色 (25Y3/2) シルト 炭化物・焼上をやや多く合む

図 8 S12住居跡
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図・番 種 別 器  種 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底 径 器高 分類 備

土師器 イ 埋上
底部―摩減のため、切 り離 し等不明

ヘラミガキ (横位・放射状 )

土師器 ITN
ク
部

口
に

ヘラミガキ (横位・放射状 )

票付孤理

上師器
夕
蚊

口
供

ヘラミガキ (糠位・激射球 ,

黒缶処理

土師器 不 虞都 ―回転 糸切 り痕 黒色処理

土師器 イ t層 外面摩滅

土師器 高台付郭 埋 土
ロクロ調整 付高台

上師器 雰 理 土
ガ

獨

ラ
を

ヘ
ロ

B

8 上師器 奎 埋 主 ロクロ調整 ロクロ調整

赤焼上器 イ 1層
虞乱 一回転 糸切 り痕

ロクロ調整

赤焼土器 郷
ロクロ調整 ロクロ調整

図 9 S12住居跡出土遺物 (1)

(単位 inm)
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図・ 番 種  別 器 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 分類 備

赤焼土器 ITN PIt 2 ロクロ調整

赤焼上器 イ カマド
ロクロ調整
虞蔀一回途糸切 りlg

ロクロ調整

3 須恵器 不
ロクロ調整
腐部一回転糸切り痕

ロクロ調整 3

須恵器 不 I層
ロクロ調整
底部一回転系切り痕

ロクロ調整 3

須意器 壺 1層 ロクロ調整 ロクロ調整

須恵器 重 rttR手 付高台

須恵器 壷 ロクロ調整 付高台

緑釉掏器 I層 ロクロ調整 ロクロ調整 付高台

図 10 S12住居跡出土遺物 12)

(単位 :mm)



SI 18住居跡

〔遺存状況。平面形。規模〕東壁南側と南壁で床面及び壁が削平されている。平面形は隅丸の正

方形である。規模は東西辺で4.8m。 南北辺西側で4.6mを計る。床面積約21.6m2を有する。

西壁の方向は真北ラインに対し東へ約 16度偏している。

〔重複関係〕S120住居跡・ピットの両者に切られている。

〔堆積土〕カマド部を含めて 16層確認している。褐色系のシルト層である。大きくみてレンズ

状の堆積状況を示している。

〔壁〕床面から急角度で立ち上がる。残存壁高は30～ 37 cmを計る。

〔床面〕住居掘り方底面。東壁部に沿って延びる濤状の掘り方埋土上面及び貝占床からなる。貼床

図・ 番 種 男」 器 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器 高 姻 備

赤焼上器 芥 確認面 ロクロ調整 3

土師器 イ
ヘラミガキ

土師器 郭 埋土
体 部 ～ 虎 HI― ヘ ラケ ズ リ

土師器 高イ
J部 ―ヘラケズリ・ナデ
:部 ―ヨコナデ 鰯唇只ラケ夏5ガ癌読畳雪咎妥デ 橙

“

土師器 奏
埋
マ

回稼司
`―

ヨコテテ
体部―ハケメ 口縁部―ヨコナデ 再酸化

土師器 甕 埋
マ 体 部 ―ヘ ラナ デ 再酸化

土師器 鉢 撰軍禁鼻三民ひアズT罰`上
十―ハケメ 口縁部―ヨヨナデ 再酸化

図1l S1 18住 居跡出土遺物
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層 土  色 備

黄褐色 (10YR5/6)

暗福色 (10YR3/4) 油土質シルト 炭化物をアロックで含む

褐色 (10 YR4/4) 炭化夕 を少量含む

暗褐色(10YR3/4) 炭化物・焼上・上器片を少逮含む

褐色 (7 5YR4/3) 炭化物・焼土・土器片をまばらに含む

褐色 (10 YR3/3)

によい黄掲色(10u4131 粘土質シルト 炭化物・焼土少量含む

黒褐色 (7 5YR3/2) 粘土質シルト

禍色 (10 YR4/4) 縦 質シルト

層 土  色 土 性 傭

黒絶  (10YR3/3) ンルト

禍色 (7 5YR4/4) �目日営膨つレト

種暗褐色(7側里ソ3) 炭化物・焼土・土器片を含む

ア 穏色 (10 YR4/4) 砂質シル ト ア～工 :改築前の埋土

黒絶  (7 5YR2/2)

赤褐色 (5YR4/6) 焼 土

暗褐色 (7 5YR3/3) シクレr― 炭化物少量含む

にか舶  (10YR40 �田団欝膨つレト 貼床 ? 非常に堅く突き固められている

に由舶  (101R40 理日箇露,つレト 酪状の掘り方埋と、Bに較べてしまりなし

図 12 Si18住 居跡



は西側のみにみられ、堅 く突き固めている。ほぼ平坦である。

〔柱穴〕位置・規模からピット2・ 5・ 6が柱穴 と考えられる。ピット5。 6は床面上では検出

できず、貼床除去中での確認であった。残存する柱穴の配置は床面の対角線上に位置しており、

4本柱で構成されていたと考えられる。

〔カマド〕北壁中央部で二基 (西側カマ ドと東側カマド)確認している。残存状態から新旧関係

が把えられ西側から東側への造 り替えが理解され、また東側カマドは燃焼部から煙道部の下部

状況から改築も判断される。西側カマドは煙道部のみの確認で、検出時には天丼部がすべて残

っており先端部のみがピットとして確認されていた。ピットは 15× 20 cm程の四角形のもの

で、焼土壁で回りに炭化物が付着していた。底面に勾配はなくほぼ平坦である。大きさは長さ

75 cm。 幅 15定20 cmを計る。東側カマドは燃焼部 と煙道部が検出され、全長 250 cmを 計る。

燃焼部は側壁のみの確認で、砂粒を多 く含んだ粘土質土で本体が構築されている。大きさは外

法で約 80 cm。 内法で 40 cm。 奥行 55 cmを計る。底面は焚田部から奥壁にかけてゆるい勾配を

みせ高 くなっている。奥壁は急な立ち上がりで段を形成し燃焼部と煙道部を分けている。燃焼

部底面は熱のため赤変しており非常に堅 くなっている。煙道部は奥壁から先端部にかけてゆる

やかな勾配で高 くなってお り、奥壁付近に浅 く長い凹みがみられ段状になっている。幅は

20～ 30 cmを計る。

〔出土遺物〕ロクロ不使用の上師器が大半を占めており、堆積土中にロクロ土師器甕・赤焼土器

不・須恵器好が破片で数点混じる程度である。カマド内及びカマド西側でまとまりをもつ一括

の上器群が出上している。特に甕類は熱の影響で体部下半が赤変している。図示したものは土

師器不 2点・高不 1点・甕 2点・鉢 1点、赤焼土器不 1点である。

SI 19住居跡

〔遺存状況・平面形・規模〕平面形は隅丸の正方形である。規模は東西辺中央で4.7m。 南北辺

中央で4.6mを計る。床面積は約 20.7m2を 有する。西壁の方向は真北ラインに対し東へ約9度

偏している。

〔重複関係〕SD35濤跡を切っている。

〔堆積土〕6層確認した。全体として褐色系の粘土質シルト層である。堆積土上部において灰白

色火山灰を層的に確認している。

〔壁〕床面から急角度で立ち上がる。残存壁高は25 cm程を計る。

(床面〕西壁部に沿って濤状に掘り方がみられその部分は埋土上面、他は住居掘り方底面を床と

している。平坦面である。

〔柱穴〕床面でピットを多数検出しているが、規模・位置から柱穴と判断されるものはない。

〔カマド〕東壁中央部に設置されている。燃焼部側壁のみの確認である。カマド本体は粘土質の



A― SL=930m

や
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狩
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D― SL=900m _D′

C― SL=900m― c′

層 土  色 土 性 備

黒僑色 (10YR2/3) 焼■・土器片・炭化物 (多量)に 含む

灰白色 (10YR3/1) 灰白色火山灰土

3 黒褐色 (10YR3/2) 消土資シルト 焼土・脚 し物を多量に含み、2層 を粒状に含む

暗褐色 (10YR3/3) 消土質ンルト

黒絶   (2 5YR3/2) 粘上質シルト 焼上少量含む

曜錦剛色(10YR3/4) 態 ン,レ ト にぶい黄橙色上をマグラに少量含む

カマ ド

層 土  色 土 性 備

纂褐色 (10YR3/2) ン,レ ト 炭化物・焼土多量に含む、土器片も含む

暗褐色(10YR3/3) ン,レ ト

Pl

層 土  色 土 性 備

黒禍色 (10YR3/1) 炭化物・擁■・灰白色火山灰土・土器片を含む

灰オリーブ色 (5Y5/2)

図 13 SI19住居跡



図・ 番 種 月」 器  種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底 径 器高 分 類 備

土師器 埋上
ロクロ調整

鼻 角 航垂
千 (横豆・ 双 射拡

土師器
底部一回転糸切 り痕 全猛扇竃キ(横位・放船伏)

土師器 郵 Ё部一回転孫切り後、体部下端判套瓢―かるヤ■特ヘラケか
ガ

湮

ラ
再

へ
里

(横位・放武娯 )

上師器 イ 埋土 灘胸中［
員乙n‐i雹

キ (RI‐・放月゙伏)
再酸化

土師器 イ
(Pitユ 上面〕

ロクロ調整
婁 ■ tJt霊

キ (横位・ 放 射泳 ,

土師謡 イ
ロクロ調整
底部―回転糸切り痕 鼻 荷航 垂

ヤ ∞剣豆・ 激痢 涼 ,

土師器 埋 土
底都一回転糸切り反(部分山)、 手持ちベラケズリ 里z昂霊

キ (篠位・ 放射状 ) B4b 再酸化

土師需 イ 埋 土 ロクロ調整 含ぇふ室キ(篠位)

■師器 坪 1層 ヘラミガキ (横位 ) 再酸化

■師器 イ Pit 17
ロクロ調整

里 缶 尻垂
キ (積位・ 激 射状 )

赤焼土器
ロクロ調整
底部―回転索切 り痕

ロクロ調整 再酸化

図 14 SI 19住 居跡出土遺物 (1)
(単位 :nn)
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図・番 種 別 器 種 層  t 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 分類 備

赤焼土器 不
ロクロ

ロクロ調整

赤焼■器 不 既 痕
整
切

調
糸

ク
部

口
茂 ロクロ調整

赤焼主器 不
(P■ 1上面!

ロクロ調整 ロクロ調整

赤燒上器 芥 ロクロ調整

赤焼土器 邪 ロクロ調整 ロクロ調整 2?

赤焼i器 高台付跡 理土
ロクロ調整 ロクロ調整 付高台

土師器 鉢 ロクロ調整 ロクロ調整

図 15 SI 19住居跡出土遺物 12)



憔 慟 1＼
、ド

図 ・ 番 種 別 器 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器 高 嬢 傭

16-1 土師器 理 ロクロ調整

土師器 窮 理 土 ロクロ調整 ロクロ調整

上師器 甕 ロクロ調整 ロクロ調整 や写瞬鍵化

土師器 憂 壁 ロクロ調整 ロクロ調整

土師器 甕 埋 土
ロクロ調整 ロクロ調整 260

:mm)

図 16 Ы 19住居跡出上遺物 儡)
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―
Cl

4

図・ 蕃 髄 別 器  種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 分類 備

■師器 整 駐∽
ロクロ調整
体部下部―縦位方向のヘラタズリ

ロクロ調整

土師器 甕 埋 ■ 体部下部―ナスヘラナデ 底都―タタミ表状の左底 体部下部―ヘラナデ

土師器 憂 体部下部―縦・横位のヘラケズ リ 69 B

鉄製品 釘 ? 埋 土 現存長 11 8cm 断面四角形、頂部を屈曲させ頭にしている、朗 しがいちぢるしい

石製品 祗 石 埋 ■ 上部欠損、分銅型を呈する、現存高 6 8cm 5面 に使用戻跡あり

図 17 SI 19住 居跡出土遺物 (41



土で構築されている。大きさは外法 80 cm。 内法 40 cm・ 奥行 55 cmを計る。燃焼部底面は浅い

招鉢状を呈し中央部が低 くなっている。堆積土は2層みられ炭化物・焼上が多量にみられるが、

側壁及び底面は若干の炭化物面が観察されるのみである。

〔その他・施設〕床面上で大小のピット計 17個確認しているが、特に大きめのピット埋上には

炭化物 。焼上が多量にみられ土器細片が若干含まれるものが多くみられる。柱穴にもなりえず

散在しており、廃棄用の穴としての性格をもつものと考えられる。尚、ピット1に も同様の堆

積物が含まれているが、カマドの脇に位置し、東壁に沿っていること、底面が平坦で壁が急角

度で立ち上がっていることなどから貯蔵穴の性格をもつものと考えられる。

〔出土遺物〕床面での出土はなく、カマド・ピットから少量の土器、堆積土 (3層及び 5層)か

ら大量の遺物 (一括遺物も含まれる)が出上している。土器類はすべてロクロ使用である。図

示したものは土師器不 9点・甕 9点、赤焼土器邦 7点・高台付不 1点、釘・砥石各 1点である。

S120住居跡

〔遺存状況・平面形・規模〕調査区西端に位置するため部分的検出である。検出状況から判断し

て隅丸の方形プランを呈すると考えられる。規模は南北辺東側で3.Omを計る。東壁の方向は

真北ラインに対し東へ約 15度偏している。

〔重複関係〕S118住居跡を切り、ピットに切られている。

(堆積土〕カマド堆積上を含めて6層確認している。褐色系のシルト層である。

〔壁〕床面から急角度で立ち上がる。残存壁高は20～ 30 cmを計る。

〔床面〕住居掘り方底面を床としており、平坦である。ピットを1個確認している。

〔柱穴〕部分的検出のため不明である。

〔カマド〕東壁中央部に設置されている。燃焼部と煙道部からなる。燃焼部外側が遺存しておら

Aイーーsと=930m

9     1     ?m

層 土  色 上 性 備

褐色 (7 5YR3/4) 粘土質シルト 炭化物少量含む

暗絶  (7 5YR3/3) 炭化物・ 焼上を含む

暗絶  (10YR3/4) 焼上を含む

積危 (10YR4/4) 粘鎮 シルト 炭化物・焼上 。土器片を含む

禍色 (7 5YR4/4) 粘土質シルト 炭化物・焼上を含む

にか】踊馳 鯉 t四 焼土及び多量の炭化夕を含む

S120住居跡



ず形状・規模が不明であるが、内法 30 cmの み計測される。粘土質上で構築されている。底面

は赤変し堅 くなっており、奥壁にかけて高 くなる。奥壁は急角度で立ち上がり15 cm程 の段を

形成し煙道部へ続 く。煙道部底面はほぼ平坦に延び先端部で若干低 くなり急角度に立ち上がる。

長さ 118 cm・ 幅 32 cmを 計る。

〔出土遺物〕部分的な遺構確認であるため若干量の出土にとどまっているが、カマド周辺の床面

で一括遺物が確認されている。土器類はすべてロクロ不使用である。図示したものは土師器不

0                          10Cm

図 19 S120住居跡出土遺物



3点・ 甕 2点、土製品 1点である。

S121住居跡

〔遺存状況。平面形・規模〕平面形は隅丸の方形であるが、壁の長さに違いがあり北側部が歪ん

でいる。大きさは東西辺中央で3.lm。 南北辺中央で3.2mを計る。床面積約9m2を有する。

西壁の方向は真北ラインに対し東へ4度偏する。

〔重複関係〕ピットに切られている。

〔堆積土〕2層確認している。暗褐色のシルト層である。

〔壁〕床面からゆるやかに立ち上がる。残存壁高は8～10 cmを計る。

〔床面〕住居掘り方底面を床としている。ほぼ平坦である。

〔柱穴〕ピットを7個検出しているが柱穴となりうるものはない。

〔カマド〕東壁中央部に設置されている。燃焼部側壁のみの確認である。粘土質上で構築されて
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層 土  色 土 性 備

暗褐色 (10YR3/4) 炭化夕・土器片少量含む

暗褐色 (10YR3/3) 上器片を含む

にdl瑠鼈 (鯉剛9 (カ マド)多量の焼土・炭化物を含む

Pit 3

層 土  色 土 性 備

黒ISt(10YR3/2) 焼土・炭化物を含む

確認聯雷(10YR3/3) ンルト

図 20  S1 21 住居跡



いる。大きさは外法 70 cm。 内法 50 cm・ 奥行 60 cmを 計る。底面は赤変し堅 くなっており、焚

口部から奥壁にかけて浅い皿状を呈し、中央部がわずかに低 くなっている。

〔その他・施設〕東南隅部に貯蔵穴状のピット (ピ ット3)を確認している。平面形は不整な隅

丸の方形を呈し、長軸 80 cm・ 短軸 75 cmを計る。中間部にテラス状の段をもち、底面は楕円

形でほぼ平坦である。壁はなだらかに立ち上がり、深さ15 cmを計る。埋上には炭化物・焼土

が多く含まれている。遺物は出上していない。

〔出土遺物〕床面・カマド・ピットから少量の上器が出土したのみである。ロクロ不使用の上師

器甕がピット7か ら1点出上しているが、他はすべてロクロ使用のものである。図示したもの

は土師器不 1点・甕 1点である。

0                       10Cm

図・ 番 種  別 器 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 分類 備

上師器

土師器 鉢
口縁部～体部上部―ヨヨナデ ヘラミガキ (横位 )

22つ ) ロクロ不使用

(単位 :nm)

図 21 S121住居跡出上遺物

2.竪穴遺構

1基確認 している。形態的には住居跡 と同様であるが、カマ ド及び付属施設等が確認されな

く住居跡 とは区別した。

S122竪穴遺構

〔遺存状況。平面形。規模〕全体的に遺存不良で西側部は削平をうけ床面及び壁が遺存しない。

平面形は状況から判断して隅丸の長方形を呈すると考えられる。規模は南北辺中央で3.7m。東

西は北壁で4.2mま で計れる。

〔重複関係〕SD6濤跡・ピット群に切られるが、東壁ではピットを切っている。

〔堆積土〕3層確認している。褐色系のシルト層である。

(壁〕底面からゆるやかに立ち上がる。残存壁高は0～10 cmを計る。

〔底面〕掘り方下部が底面となる。ゆるやかな起伏がみられ、全体として凹凸面である。底面で

ピットを10個確認しているが柱穴となりうるものはない。西側部のピットは遺存状況の関係か

ら帰属が不明である。

〔出土遺物〕堆積土及びピットから少量の土器類が出土しているが多くは破片資料である。すべ

てロクロ使用である。図示したものは土師器不 2点、須恵器不 1点である。
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図 22 S122竪穴遺構

0                        10 cm

層 土  色 土 性 備

褐色 (10YR4/4) 焼土・炭化物・■器片を含む

褐色 (loYR4/6)

褐胞 (10YR4/4)

図・ 番 種 別 器 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底 径 器高 分類 備

土師器 不 既 元雹
キ(標位・一万同,

土師器 不 理 土 ゃ虞縄 ―辛持 ちヘ ラ ケ ズ リ
へ
目 B3b

-3 須恵器 イ 埋土
ク

獣
口
直 藍ハ、ラ七Dり ,宦

ロクロ調整

図 23 S122住 居跡出土遺物



3.掘立柱建物跡

掘立柱建物跡 (以下、建物跡)は東西と南北の柱列が検出されたものに限定し、 3棟確認し

ている。全容が判明するもの 2棟、不明のもの 1棟である。住居跡群同様に調査区西側に位置

するが、分布からみると散在している。

SB10建物跡

F-4・ 5区で確認された。東西方向 1間 。南北方向 2間の建物跡である。建物方向は東側柱列

で真北ラインに対し東へ約 28度偏している。柱穴掘 り方の平面形は円形ないし隅丸の方形で、

径 51～63 cmを 計る。深さは遺存状態の良好なもので 30 cmを計る。柱痕跡はすべての柱穴に

みられ、径 15～20 cm程で円形を呈するものが多い。柱穴埋土は褐色系の粘性の強いシル ト質

上であるが、堅 くつき固めるような方法はみられない。柱問寸法は東側柱列で北から128+120

cmで総長 248 cm、 西側柱列で北から129+106 cmで 総長 235 cm、 北側柱列で 237 cm、 南側柱

列で 210 cmを計る。柱穴埋土よリロクロ使用の上器の細片が少量出上したのみである。

0            2

図 24  SB10建物跡



SB23建物跡

F-7・ 8区で確認された。東西方向1間以上 。南北方向3間以上の建物跡である。SK17土坑

と重複しており上坑に切られている。ピットK①は柱痕跡を有し西側柱列を構成する柱穴とも

考えられたが、直線的に通る柱列からづれていることからピットK②が柱穴として妥当と考え

た。建物方向は西側柱列で真北ラインに対し東へ約 28度偏している。柱穴掘り方は隅丸方形を

基調としており径 45～ 53 cmを 計る。深さは遺存状態の良好なもので54 cmを 計る。柱痕跡は

径 15 cm程の円形である。柱穴埋土は褐色系の粘性の強いシルト質上である。柱間寸法は西側

柱列で南から175+417(二間分)cm、 南側柱列で225 cmを計る。柱穴埋土よリロクロ使用の

上器片が少量出土している。

A
―― SL=91m

⑬

0            2画

図 25 SB23建物跡



SB24建物跡

D・ E-11・ 12区で確認された。東西方向 2間・南北方向 3間の総柱の建物跡である。建物方

向は西側柱列で真北ラインに対 し東へ約 16度偏している。柱穴掘 り方は円形ないし隅丸方形

で、北側・南側端部の東西柱列の規模が大きく径 62～ 82 cmを計 り、他は 40～55 cm程 と差が

みられる。深さは遺存状態の良好なもので 69 cmを 計る。柱痕跡はすべての柱穴にみられ

13～20 cm程で円形を呈している。柱穴埋土は褐色系の粘性の強いシル ト質上で、焼土や炭化物

を含む柱穴もみられる。柱間寸法は東側柱列で北から126+148+173 cmで総長 447 cm、 中央

柱列で北から155+96+191 cmで 総長 442 cm、 西側柱列で北から143+■ 3+179 cmで総長

一

図 26 SB24建物跡



435 cm、 北側柱列で西から190+174 cmで 総長 364 cm、 南側柱列で西から198+176 cmで 総長

374 cmを計る。柱穴埋土よリロクロ使用の上師器片 (不・甕)、 赤焼土器片、須恵器不片、礫が

出上している。

4.土坑

SK4土坑

H-6区に位置する。平面形は方形を基調 とする不整形を呈する。規模は短軸で 1.5m。 長軸

で 1.9mま で計れ、深さは最大で 40 cmである。北東部辺でピットに切られている。堆積土は

3層確認し、褐色系のシル ト質土である。3層上面から多量の上器群が面的に検出されている。

底面は浅いピットが 1個みられるがほぼ平坦面となっており、壁は東西部分にゆるい傾斜面が

みられるが全体 として急角度な立ち上がりをみる。遺物は上記の 1層のみの出土で、状況から

廃棄の性格をもつ土器群 と考えられる。種類 として土師器・須恵器・石製品 (砥石)があり、

「太」と墨書された土師器邦が 6点ある。図示資料は土師器不 10点 。高台付不 2点・甕 3点、

須恵器不 1点、砥石 1点である。

SK5土坑

H6・7区、 4土坑北西側に位置する。平面形は円形を基調とする不整形を呈する。規模は長

軸で lm・短軸で 90 cm・ 深さは最大で 25 cmである。堆積土は2層確認し、黒褐色系のシル ト

質上である。 2層上面から一括の上器群が出土している。底面は南側から北側へゆるい傾斜が

みられ北側はピット状に落ち込んでいる。壁は全体 として急角度に立ち上がっている。遺物は

2層面のみの出上で、種類 として土師器・須恵器がある。図示資料は土師器郷 3点・甕 1点で

ある。

SK8土坑

K-12区に位置する。平面形は円形を基調とする不整形である。規模は長軸で 2.lm・ 短軸で

1.4m・深さは最大で 70 cmである。堆積土は1層確認し責褐色の粘土質のシル トである。壁は

急角度で立ち上がるが、底面は凹凸がいちじるしく不安定となっている。遺物はない。

SK9土坑

M-12・ 13区 に位置する。平面形はやや不整な長円形である。規模は長軸で 2.2m。短軸で 1.2

m・ 深さは最大で 30 cmである。堆積土は 1層確認し暗灰黄色のシル トである。壁はゆるやか

で断面は皿状を呈し、底面は凹凸となっている。遺物はない。

SK12土坑

113区に位置する。北側部が調査区外へ延びるため全容は不明であるが平面形は不整な円形

と考えられる。規模は東西軸で 1.5m。 南北軸で 90 cmま で計れ、深さは最大で 55 cmである。

堆積土は1層確認し暗灰黄色の粘上質シル トである。壁は急角度に立ち上がり、底面は大きな



凹凸がみられ不安定となっている。遺物として土師器片がある。

SKi3土坑

F-15区 に位置する。平面形は円形を基調 とする長円形を呈する。規模は長軸で 1.lm・ 短軸

で 65 cm・ 深さは最大で 16 cmで ある。堆積土は 1層確認し暗褐色のシル トで、炭化物・焼土

が含まれている。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦であるが東側にやや傾斜している。

遺物は土器片が少量出土している。

SK14土坑

E-12区 に位置する。15土坑を切っている。北側部が調査区外になるため全容は不明であるが

平面形は円形を基調 とする。深さは最大で 12 cmを計る。堆積土は 1層確認し、暗褐色のシル

トである。壁はゆるやかに立ち上がり底面はほぼ平坦である。遺物はない。

SK15土坑

E-12区 に位置する。14土坑に切 られており部分的な確認である。平面形・規模等不明となっ

ているが深さは12 cm前後を計る。堆積土は 1層確認し、暗褐色のシル トである。壁はゆるや

かに立ち上がる。遺物はない。

SK16土坑

D8区に位置する。西側部が調査区外となるため全容は不明であるが、平面形は方形を呈す

る。規模は南北軸で 1.45m・ 東西軸で 1.5mま で計れ、深さは5cm程である。堆積土は1層

確認し暗褐色のシル トである。壁は急角度に立ち上がり、底面はほぼ平坦でやや東側へ傾斜を

みる。遺物はない。

SK17土坑

F7区に位置する。SB23建物跡ピットFを切っている。平面形は長円形を呈する。規模は長

軸で 1.2m。短軸で 75 cm・ 深さは最大で 15 cmで ある。堆積土は2層確認し、褐色系のシル ト

である。 1層中には土器片とともに多量の炭化物 と焼土が含まれていた。壁はゆるやかな立ち

上がりで断面は皿状を呈する。遺物は少量の上師器片のみである。

SK28土坑

F-12区 に位置する。S12住居跡に切られている。平面形は方形を呈すると考えられる。規模

は南北辺で 1.9m。 東西辺で 95 cmま で計れ、深さは最大で 7cmである。堆積土は2層確認し、

暗褐色のシル トである。焼土及び炭化物が少量含まれていた。壁は急角度に立ち上がり、底面

はほぼ平坦である。遺物はない。

SK29土坑

E-11区 に位置する。平面形は隅丸の長方形を呈する。規模は長軸で lm・ 短軸で 55 cm・ 深

さは10 cmである。堆積土は2層確認し、黒褐色系のシル トである。炭化物を多量に含み、焼



土及び土器片もみられる。壁 は急角度に立ち上が り、底面はほぼ平坦で炭化物が面的に広がっ

ている状況が確認されている。遺物 は土師器片が少量ある。

SK31土坑

E7区 に位置する。平面形 はやや歪んだ円形を呈する。規模 は径 68 cm程で深さは 20 cmで

ある。堆積土は 2層確認 し、褐色系のシル トである。壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面は平坦

である。遺物はない。

SK32土坑

E-7・ 8区に位置する。平面形 はやや細長い長円形を呈する。規模 は長軸で 88 cm・ 短軸で 36

cm・ 深さは最大で 28 cmを 計る。堆積土は 3層確認 し、費褐色系のシル トである。壁は垂直に

立ち上が り、底面はほぼ平坦でやや北側に傾斜をみる。遺物 はない。

SK36土坑

F9区に位置する。22竪穴遺構・ピッ卜に切 られている。平面形 は円形を基調 とするが不整

SK8土坑                SK12土 坑
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形を呈している。規模は長軸で 82 cm・ 短剤で 72 cm・ 深さは最大で 20 cmである。堆積土は 1

層確認し、黒褐色のシル ト質の粘土である。多量の焼土・炭化物がみられ土器片も少量含まれ

ている。壁は急角度に立ち上がっており、底面はほぼ平坦でやや西側へ傾斜をみる。遺物は土

師器片が少量ある。
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図・番 笹 男」 語 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底 径 器高 頻 備

上師器 邪 3層上面 や底蔀一回転ヘラケズ リ

ヘラ ミガキ 頗 位・放射卿
黒色処理 琵ィナ太」

土師器 3層上面 B4b 墨書「太」

土師器 3層上面 82b 墨誉 太

土師器 IT 3層上面
ロクロ調整
質部一回重率切り蔵終部下爆～症毬―手常ちベラケ幻 纂猛品霊

キ (横位・放射 伏) 墨奮「太J?

土師器 イ 3層上面
ヘラミガキ (横位 ,

黒缶処理 墨書「太」

土師器 不 3層上面 ヘラケ和 乞部―手持ちヘラケズ,
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図 29 SK4土坑出土遺物 (|)
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図・番 種 別 器 種 層 位 外 面 調 整 内 画 調 整 口径 底径 器萬 分 類 捕

30-1 土師器 高台付イ 3層上面 塁 二 尻 雹
キ (標位・ 棘射 状 ,

付高台

土師器 高台付イ 3層上面
ロクロ調整
底部・ 高台縄分的に々摺

土師器 語 3層上面 ロクロ調整 ロクロ調整

土師器 魂 3層上面 ロクロ調整 ロクロ調整

土師器 襲 3層上面 ロクロ調整 ロクロ調整

-6 土師器 翼 3層上画 虐乗
=習

麗率G砕進馬
~回転ヘラタズツ ロクロ調整 Bl?

石製品 砥石 3層上面 上部欠損、残存長 12 7cm 断面四角形、短冊型 5面 に使用演跡有 り

図 30 SK4上坑出上遺物 (21
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図・番 種 男」 器 種 層 位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底 径 器高 分 類 備

上師器 Ir 2層上面
口調整 ヘラミガキ (横位)

票れlft澤

土師器 イ 2層上面
ロクロ調整
覚部一回転ス切,痕、体部下端―かるい回転ヘラケ翔

ヘラミガイ (懐位・ 放射状 ,

黒i処理
B2c

上師器 野 2層上面
ロクロ調整
晦部―糸切り演? 体部下端一回転ヘラケズリ

ヘラミガキ (標tI・ 放射状 ,

黒色処理

上師器 甕 2層上面 ロクロ調整 ロクロ調整

図 31 SK5土坑出土遺物

5.濤跡

SD6溝跡

調査区を縦走する濤で東西及び南北辺が確認されている。東西辺が E7区でほぼ直角に北側

へ屈曲し、南北辺はF12区付近でゆるやかに西側へ屈曲し北側へ延びている。確認長は約 55

mである。上幅は東西辺で 1.6m前後、南北辺南側で 0.9～lm前後、北側で 2.3～ 2.7m前後

と形状に違いがみられる。底面幅も同様に違いがみられ、断面形は東西辺及び南北辺北側が逆

台形を呈するが南北辺南側はやや深い皿状を呈する。深さは最大で 50 cmを計る。底面は浅い

凹凸はみられるがほば平坦である。南北辺の 12区から北側は濤の拡幅が起因と考えられる南北

に延びる段がみられ断面が凹凸となっており、東西辺西側部には段が形成され西側が 3～6cm

程高 くなっている。底面高は北側 と南側が低 くなっており中央部がやや高 く平となっている。

1住居・22竪穴遺構・ ピットと重複関係にありすべてを切っている。堆積土は大別して 4層確

認し、濤全域でほぼ同様の堆積土状況がみられた。遺物は各層から出土しているが底面からの

出土はない。種類 として土師器 。須恵器・中世陶器 。金属製品 (餃具)・ 土製品 (土錘)力 あゞる。

図示資料は餃具 1点、土錘 1点である。

SD7溝跡

調査区を縦走する濤で部分的に6濤 とゆるい蛇行をみながら並走している。H-12・ 13区で二

股になり河川付近で途切れている。確認長は約 44mである。幅等形状 はほぼ均―で上幅は

30～ 40 cm前後で、断面形は浅い皿状を呈する。底面はやや凹凸はみられるが平坦である。底面



高はほとんど差がない。 1住居 。36土坑・ ピットと重複関係にありすべてを切っている。堆積

土は1層確認し、黒褐色のシル トである。遺物は底面からの出土はなく土器類が小破片となっ

て出上している。

SDII溝跡

DoE 6区 に位置する。確認長が約 2.2mと 短 く不明な点が多いが、1住居南側で二股に別れ

ている。西側の濤は斜めに延び調査区外となるが東側の濤は 1住居西南隅に延びている。柱穴

列が住居 と濤を切っており詳細は不明であるが住居に取 り付 く濤の可能性 も考えられる。上幅

は南側が 26 cm・ 二股部分で 14～ 16 cmと 細 くなっている。深さは 5～9cmで南側が低 くなっ

ている。断面は浅い皿状を呈する。堆積土は 1層確認し、黄褐色のシル トである。遺物はない。

SD25。 26・ 27,毒跡

C・ D-11・ 12区で確認された濤群である。 3条あり南北方向にほぼ並走しており、確認長は

最大で 5.5mである。ピットに切られている。方向は25濤が真北ラインに対し約 27度、26・

27濤が約 30度東へ偏している。26・ 27濤間の幅は約 lmでぁる。上幅は 24～40 cmで、深さ

は2～16 cmを計る。壁はやや強 く立ち上が り、底面はゆるい凹凸があるが平坦となっている。

堆積土は3条 ともほぼ同じで褐色のシル トを 1層確認している。遺物は土器片が少量出上して

いる。

SD34濤跡

E-8。 9区に位置している。南北方向に延びる不整形な濤であるが南側は削平してしまい不明

となっている。確認長は約 3.6mで、方向は真北ラインに対し約 35度東へ偏している。上端が

不定で部分的に突出する所もあるが上幅は60～ 90 cmを計る。深さは 10～ 18 cmで ある。壁は

やや強 く立ち上がり断面は浅いコの字状を呈する。底面は凹凸がみられ不安定である。堆積土

は2層確認し、褐色のシル トである。遺物は土器片が少量出上している。

SD35濤跡

DoE 8。 9区に位置する。中央部で途切れるが方向等から同一のものと判断した。19住居・

ピットに切られている。住居 との接点部で形状が膨らみ方形となるが底面高などから一連のも

のと判断した。確認長は約 8.8mで、方向は真北ラインに対し約 23度東へ偏している。上幅は

36～54 cmで、深さは4～15 cmで ある。壁は強 く立ち上がり断面は浅いコの字状を呈する。底

面はゆるい凹凸がみられるがほぼ平坦である。堆積土は1層確認し、黄褐色のシル トである。

遺物は土器片が少量出上している。

6。 その他

SR33,可 )II跡

調査区東側に位置する。西辺部のみの確認で対岸が不明であるが幅は30mを超すものと考



えられる。方向は北西―南西である。確認面で 8・ 9・ 12土坑、 7濤、ピットが検出されてい

る。掘 り込みは深さlm程までしか行っておらず全容は不明である。堆積土は大別して 4層 ま

で確認したが褐色系のシル トでやや砂質である。壁は急角度に立ち上がっている。壁面には数

個のピットがみられたが組み合うものはない。遺物は土師器・須恵器・赤焼土器 。自然礫があ

る。図示資料として土師器郵 1点 。赤焼土器皿 1点がある。

柱穴群

調査区の制約等で建物跡ないし柱列 (塀跡等)と 認定できない柱痕跡をもつ柱穴が数多 く散

在している。特に 6～■ 区に顕著で建物跡等が想定されるが不定 となっている。

柳一鯰
ＳＤ３４

①
__SL=91m

SD7湊跡
SL=91m__  1  -

齢
1層 暗偶色 (10 YR3/3)

シアレト

SD25濤跡  SD26湊跡

雛 92mi蓬

纂  墓 纂
SD25

1層 果褐色 (10 YR2/3)シ ルト

2層 暗協色 (10 YR3/3)シ ルト

SD26

1層 暗禍色 (10 YR3/4)シ ルト

SD27

1層 黒掘色 (lo YR2/3)シ ルト

―Q― SL=95m

SD 6灘跡

②            ③
~~      ~~~  

… 2a   ~~      ~

SD■ 湊跡

SL=9m_ 1 _
齢

1層 黄禍色 (10 YR5/3)

シルト

SD27濤跡

- 1 -    SL=9m

マ ンガン粒合む

マ ンガン粒合む

SR33 1可り|1跡

1 層 におfい 黄禍色 (10 YR4/3)シ ル ト マンガン粒土器片含む

2a層  にぶい黄禍色 (10 YR5/3)ン ル ト マンガン粒土器片合む

2b層  灰黄褐色 (10 YR4/2)砂 質シル ト酸化鉄マンガン粒含む

2c層 暗灰吏色 (25Y4/2)砂質シル ト酸化鉄マンガン粒含む

2d層 暗オリーブ褐色 (25Y3/3)砂質シル ト駿化鉄マンガン粒合む

3 層 黒鶴色 (10 YR2/3)シ ル ト土器片焼土粒含む

4 層 褐色 (10 YR4/4)シ ル ト マンガン粒合む

SD35湊跡

SL=9m- 1-

鵡

1層 暗褐色 (10 YR3/4)シ ル ト

2層  果鶴色 (10 YR3/2)粘 土質ンル ト

炭化物マンガン粒合む

SD35

1層 暗褐色 (10 YR3/4)粘 上質ンル ト

マンガン粒焼土合む

C′

① 〈耕作土〉酸化鉄、マンガン、集積がみられる

①
′く耕作土〉シルト質

o                  2m

1 層 暗鶴色 (10 YR3/3)シ ルトマンガン粒駿イと鉄上師器片を含む

2a層 黄灰色 (25Y4/1)シルトマンガン粒酸化鉄含む

2b屠 暗灰黄色 (25Y5/2)砂質シルト酸化鉄マンガン粒含む

2c層  灰色 (75Y4/1)シルト炭化物マンガン粒酸化鉄を合む

3 層 灰黄褐色 (10 YR4/2)粘 土質シルト駿化鉄炭化物を合む

4 層 暗褐色 (10 YR3/3)シ ルト酸化鉄マンオン粒を含む

図 32 溝跡・河川跡断面図
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図・ 番 種 月」 器 種 層  位 外 面 調 整 内 面 調 整 口径 底径 器高 分類 備

赤焼土器 Pit i05
ロクロ調整 ロクロ調整 ビット105

鉄ar品 険チペ 埋 土 横 4 9cm 縦 4 2cm、 枠中央にT字形の刺金、鍛進品 ? SD6濤跡

上製品 上 鍾 理 上 長さ 35 mm、 幅 10 mm 断面はほぼ四角形 SD6溝跡

赤焼上器 埋 土 ロクロ調整 河,I跡

土師器 埋 ■ 唇り吾余羅喬
スリ、胚部甲ス、山のス」縛 ヘラミガキ 河川跡

土師器 芥 耕作土 摩滅 ロクロ不使用
摩減

土師器 襲 耕作上
ク

獣
口
休 体部―ベラナデ・ ナデ

瓦 平 瓦 耕作土
―縄叩き後、ヘラケズリ・ナデ凹面―横骨痕、布目 (lcm 7× 10本 )端部縦位のヘラケズリ
ー灰色硬質 最大厚 2 9cn

石製品 凹石 耕作上 中央部両面に凹面 長径 12 3cm 短径 10 4cm

図 33 その他の遺構・遺構外出上遺物
(単位 :mm)



Ⅳ.出土遺物について

l.出土遺物の種類と分類

今回の調査で出土した遺物には、縄文土器・弥生土器 。土師器・赤焼土器・須恵器・陶器・

磁器・瓦・土製品・石製品・金属製品・礫などがある。全体 として土師器 。赤焼土器・須恵器

の三種の出土量がもっとも多 く、遺構間での強い共伴関係をもつものもみられる。

以下、図示可能な資料を中心に種類毎に分類 も含めて記述していく。

1)上師器

器種には必 。高邪 。高台付邪・甕 。鉢がある。成形段階でロクロを使用するものと不使用の

ものがあり、比率的には前者が多い。図示総数は76点である。

杯 :図示資料は43点である。住居跡や土坑から他の上器類 とともにまとまりをもって出土し

ており、墨書や刻線をもつものもある。製作技法の違い、ロクロ使用と不使用の点、から大き

く2類に分けられる。さらに器形・調整の違いから細分が可能である。

郷 A類 :製作に際しロクロを使用していない。大きくみて相似形を呈するが法量等の違いか

ら大別して 6類に分けられる。図示資料は 11点である。

AI類 :底部は丸底で、国縁部にかけて外傾気味に立ち上がる。底部 と口縁部の境に屈曲がつ

く。全体に小振 りである。器面調整は外面で口縁部がヨコナデ、底部がヘラケズリで、内面は

全面にヘラミガキが施され、黒色処理されている。日縁径は9～ 1l cm、 器高は3cm程である。

A2類 :口縁部の破片資料である。調整は外面がヘラミガキ、内面はヘラミガキ・黒色処理が

施されている。体部 との境に浅い沈線が巡る。

A3類 :底部中心の破片資料である。底部は偏平な丸底を呈するもので回縁部 との境にかるい

段をもつ。器面調整は外面がヘラミガキ及びヘラケズリで、内面はヘラミガキが施され黒色処

理されている。

A4類 :底部は丸底風の平底で、体部から内弯気味に立ち上がり口縁部が外傾しおさまるもの

(a)、 外反するもの(b)が認められる。器面調整は両者とも外面で日縁部がヘラミガキ、底部がヘ

ラケズリで、内面はヘラミガキが施され黒色処理されている。口縁径は 15～ 16 cm、 器高は(a)で

3.5cm、 (b)で 4cm程である。

A5類 :底部は平底で、体部は外傾気味に立ち上がり口縁部で直立気味 となる。摩滅のため器

面調整は不明であるが黒色処理が認められる。口縁径 1l cm、 底径 6cm、 器高 3cm程である。

A6類 :底部は平底で、日縁部にかけて直線的に外傾する。摩滅のため器面調整が不明である



が口縁部外面にヨコナデのみ観察される。日縁径 7cm、 器高 3cm程 と小形品である。

邦 B類 :製作に際しロクロを使用している。邦内面にはすべてヘラミガキ・黒色処理が施さ

れている。切 り離し技法が確認されるものはすべて回転糸切 りである。再調整のため底部が丸

底を呈するものもある。法量値を中心に器形を観察すると大きく4類に分けられる。図示資料

は32点である。

BI類 :口径に対し底径の比率が大きいため、やや偏平で四角形を呈する器形をもつ。底部端

から口縁部にかけて急角度に外傾気味に立ち上がる。体部下端から底部全面にかけて回転ヘラ

ケズリ(C)の再調整が施される。切 り離し技法は不明である。日縁径は 13 cm、 底径は 7cm、 器

高は4cm程である。日径に対する底径の割合が 56%、 器高の割合が 31%、 底径に対する器高

の割合が 55%の数値を示す。

B2類 :口径に対し底径の比率が Bl類に比べてやや小さい。底部端から口縁部にかけて外傾

気味に立ち上がる。体部下端から底部に手持ちヘラケズリ(b)・ 回転ヘラケズリ(C)の再調整が施

されるもの、無調整のもの(a)がぁる。日縁径は 14～ 15 cm、 底径は 6～7cm、 器高は4～5cm程

である。日径に対する底径の割合が 46～ 51%、 器高の割合が 29～33%、 底径に対する器高の

割合が 60～69%の数値を示す。

B3類 :底部端から回縁部にかけて内弯気味に立ち上がる。日唇部が外反するものもある。体

部下端から底部に手持ちヘラケズリ(b)・ 回転ヘラケズリ(C)の再調整が施されるもの、無調整の

もの(a)が ぁる。Bl・ 2類に較べて器形は全体に丸みをもつ。日縁径は 13～ 15 cm、 底径は 5～ 7

cm、 器高は 4～5cm程である。日径に対する底径の割合が 42～ 45%、 器高の割合が 29～ 35%、

底径に対する器高の割合が 69～78%の数値を示す。

B4類 :底部端から回縁部にかけて内弯気味に立ち上がる。日唇部が外反するものもある。体

部下端から底部に手持ちヘラケズリ(b)・ 回転ヘラケズリ(C)の再調整が施されるもの、無調整の

もの(a)が ぁる。器形はB3類に類似し全体に丸みをもつ。口縁径は 13～ 17 cm、 底径は 5～6cm、

器高は 4～6cm程である。日径に対する底径の割合が 36～42%、 器高の割合が 30～ 36%、 底

径に対する器高の割合が 78～94%の数値を示す。

高郵 :不上部が欠損しており脚部のみの資料である。邦部底面にはヘラミガキ及び黒色処理

が施されている。脚部は中空で、ハの字状に外方へ開き、裾部が くの字状におれている。脚中

央部に方形の透かしがあり四面透かしとなっている。器面調整は外面がヘラケズリ・ナデ・裾

部はヨコナデで、内面はヘラケズリ・ヨコナデである。裾部径は14.4cmを 計る。図示資料は

1点である。



高台付杯 :器形は不 B4類に高台が付 く形のもので、高台部上端から口縁部にかけてやや内

弯しながら外傾気味に立ち上がり口唇部でかるく外反するものである。高台は短 く、ハの字状

に開く。付高台である。不部 との接合部には、かるいナデ調整がみられるが切 り離しの判明す

るものはすべて回転糸切 りである。外面はロクロ調整のみで、内面はヘラミガキ・黒色処理が

施されている。口縁径は 16 cm内外、高台径は 8～ 10 cm、 器高は 10 cm内外である。図示資料

は3点である。

養 :図示資料は24点である。製作に際しロクロ使用と不使用の二種がある。

委 A類 :製作に際しロクロを使用していない。欠損資料で全容は不明である。法量から2類

に分けられる。図示資料は8点である。

AI類 :大形のもので、口縁径は 16～21 cm程である。口縁部は頸部からゆるやかに外反する

ものと、 くの字状にきつ く外反するものがある。両者とも口唇部は丸 くおさまる。最大径は口

縁部に位置する。残存部から推察して長胴形を呈すると考えられる。器面調整は外面が口縁部

でヨヨナデ、体部でヘラケズリ。ナデ、内面は口縁部でヨヨナデ、体部でヘラナデ 。ナデが施

される。

A2類 :中形のもので、日縁径は 14 cm程 である。口縁部は頸部からややきつく外反し口唇部

で丸 くおさまる。最大径は日縁部に位置する。器面調整は回縁部が内外面 ともヨコナデ、体部

内面がヘラナデである。底部に木葉痕をもつものがある。

甕 B類 :製作に際しロクロを使用している。形態に大きな違いはないが、法量から大きく2

類に分けられる。図示資料は 16点である。

BI類 :大形のものである。口縁部は頸部からくの字状に外反し、口唇部は厚さに違いはある

が直立気味に立ち上がり断面が三角形を呈する。体部は丸みを帯び、最大径は体部中央に位置

する。長胴を呈すると考えられる。器面調整はロクロ調整が主であるが、外面の体部中央部か

ら下部にかけてヘラケズリがみられ、内面にヘラミガキ・黒色処理、ヘラナデ・ヘラケズリが

施されるものもある。口縁径は 16～26 cm程を計 り、底径。器高の知られるものは 7・ 29 cm程

である。

B2類 :小形のものである。回縁部はBl類同様に頸部からくの字状に外反し口唇部は直立気

味に立ち上がり断面は三角形を呈する。体部は丸みをもつものと円筒状のものがある。器面調

整は内外面ともロクロ調整のみである。国縁径は 13～ 16 cm程 で器高は20 cm弱程 と考えられ

る。

鉢 :図示資料は4点である。製作に際しロクロ使用と不使用の二種がある。



鉢 A類 :製作に際しロクロを使用していない。法量及び形態から3類に分けられる。

AI類 :体部がやや内弯気味に立ち上がり、日縁部が頸部でくの字に外傾し短 くおさまる。器

面調整は外面で口縁部から頸部付近がヨコナデ、体部はヘラケズリで、内面はヘラミガキ・黒

色処理が施される。日縁径が 22 cm程を計 り、A2・ 3類に較べ法量が大きい。

A2類 :底部から内弯気味にきつく立ち上がり、口縁部がやや内傾し口唇部が直立するもので

ある。最大径は頸部に位置する。器面調整は外面で回縁部がヨコナデ、体部から底部にかけて

ヘラケズリ、内面は口縁部がヨヨナデ、体部にヘラナデがみられる。日縁径は 12 cm、 底径は 7

cm、 器高は 10 cm程 である。

A3類 :底部から内弯気味に立ち上がり口縁部にいたる不型の器形をもつものである。器面調

整は口縁部が内外面ともヨヨナデ、外面体部にはハケメ、底部付近はヘラケズリである。日縁

径は 18 cm、 底径・器高とも8cm程である。

鉢 B類 :製作に際しロクロを使用しているもので、 1点のみの出上である。外傾気味に立ち

上がり、端部が三角形状につまみ出され口縁部 となっている。甑 とも考え得る器形であるが底

部周辺が欠損しており鉢 とした。口縁径は25 cm程を計る。

2)赤 焼土器

製作に際しロクロを使用し、酸化炎焼成でヘラミガキ・黒色処理が施されない土器に限定し

ており、不・高台付不 。皿の三種類 となる。切 り離し技法はすべて回転糸切 りで、無調整であ

る。図示総数は 14点である。

郭 :器形の違いから2類に分けられる。図示資料は 10点である。

1類 :土師器不 B2・ 3類に類似する器形をもつもので、底部端から口縁部にかけてややゆる

く外傾気味に立ち上がる。口唇部が外反するものもある。口縁径は 12～ 14 cm、 底径は5～7cm、

器高は 3～5cm程である。口径に対する底径の割合が 44～ 51%、 器高の割合が 29～ 35%、 底

径に対する器高の割合が 61～75%の数値を示す。

2類 :底部端から口縁部にかけて外傾及び内弯気味に立ち上がる。口径・器高に比し底径が

小さい。口縁径は 14～ 15 cm、 底径は5cm、 器高は4～5cm程である。口径に対する底径の割

合が 36%、 器高の割合が 29～32%、 底径に対する器高の割合が 81～88%の数値を示す。

高台付邦 :不部は高台部上端から口縁部にかけてゆるく内弯気味に立ち上がり口唇部でかる

く外反する。高台は短 く、ハの字状に開 く。付高台である。器形的には土師器高台付不に類す

るが器厚がうす く、高台がさらに短 く、張りがよわい。口縁径は 18 cm、 高台径は8cm、 器高



は7cm程である。図示資料は 1点である。

皿 :全体に偏平な器形で、器高が低い。容積率も少なくイ と区別した。器形の違いから2類

に分けた。図示資料は3点である。

1類 :口径 。底径に比し器高が低 く、偏平な器形をもつ。底部端から口縁部にかけてやや内

弯気味に立ち上がり、日唇部が外反するものもある。国縁径は 12～ 13 cm、 底径は4～5cm、 器

高は3cm程である。日径に対する底径の割合が 37～ 38%、 器高の割合が 23～ 24%、 底径に対

する器高の割合が 61～64%の数値を示す。

2類 :口径・底径に比し器高が低 く、 1類同様偏平な器形をもつ。底部端から口縁部にかけ

て外傾気味に大きく開き立ち上がる。口縁径は 10 cm、 底径は5cm、 器高は2cm程である。口

径に対する底径の割合が 47%、 器高の割合が 19%、 底径に対する器高の割合が 40%の数値を

示す。

3)須 恵器

器種には不 。高台付不・壼がある。図示総数は10点である。

杯 :図示資料は5点である。器形及び法量値から大きく3類に分けられる。切 り離し技法は

静止糸切 り。回転ヘラ切 り。回転糸切 りの 3種類が認められる。

I類 :器高が低 く、口径に対する底径の比率が大きいため偏平な器形をもつ。底部端から口

縁部にかけて外傾し立ち上がる。体部下端から底部周縁に手持ちヘラケズリが施される。切 り

離し技法は静止糸切 りである。他の類に較べて器厚がある。日縁径は 14 cm、 底径は9cm、 器

高は4cm程である。口径に対する底径の割合が 60%、 器高の割合が 27%、 底径に対する器高

の割合が 44%の数値を示す。

2類 :底部端から口縁部にかけて外傾し立ち上がる。 1類に較べて器高があり口径に対する

底径の比率がやや小さい器形をもつ。切 り離し技法は回転ヘラ切 りと回転糸切 りの二種があり

無調整である。口縁径は 13 cm前後、底径は7cm前後、器高は4cm程である。口径に対する

底径の割合が 49%、 器高の割合が 30～ 33%、 底径に対する器高の割合が 61～68%の数値を示

す。

3類 :底部端から口縁部にかけて外傾気味に立ち上がり、口唇部でゆるく外反する。 2・ 3

類に較べ器高があり丸みをもつ器形である。切 り離し技法は回転糸切 りで無調整である。日縁

径は 13 cm前後、底径は6cm前後、器高は5cm程である。口径に対する底径の割合が 43～ 48

%、 器高の割合が 34～ 35%、 底径に対する器高の割合が 73～78%の数値を示す。



高台付杯 :図示資料は 1点である。不部は高台部上端から口縁部にかけてきつく外傾気味に

立ち上がり、高台部は短 く、ハの字状に開き断面三角形を呈する。付高台である。接合部には

かるいナデはみられるが無調整である。切 り離し技法は回転ヘラ切 りである。国縁径は 1l cm、

高台径は 7cm、 器高は5cm程である。

壷 :図示資料は4点である。欠損資料で全容を知るものはない。大形 と小形の 2種がある。

I類 :大形のものである。頸部から上部が欠損しているが、長頸の壺と考えられる。短 くハ

の字状で断面三角形を呈する高台が付 く。付高台である。体部は丸みをもちながら立ち上がっ

ている。器面調整は外面で体部下部のみに回転ヘラケズリが施されるものと手持ちヘラケズリ

の後回転ヘラケズリのものがある。内面は体部下部にナデ調整がみられるがロクロ調整のみが

主である。高台径は 1l cm、 高台高はlcm程である。

2類 :小形のものである。口縁部から頸部付近のものと体部下部から底部の破片資料である。

両者 とも丸みをもつ器形で、前者は頸部からくの字状に口縁部が立ち上がり口唇部は丸 くおさ

まる。口縁径は6cm程である。後者は底部端から内弯気味に立ち上がるもので、底部に回転糸

切 りの切 り離し痕跡が認められる。器面調整は両者 ともロクロ調整のみである。

4)陶 器

緑釉陶器 :底部から高台部の破片資料である。器種は皿と考えられる。高台はハの字状に開

き端部は丸 くおさまっている。高さは8mm程で径は約 8cmを計る。付高台と考えられる。胎

土は緻密でやや軟質である。色調は暗い黄褐色である。内外面すべてにうす緑色の和がみられ

る。

中世陶器 :6濤で 1点出上している。体部の小破片資料である。内外面ともナデ調整がみら

れる。外面の色調は暗赤褐色を呈し、内面には自然釉がみられる。

5)瓦

平瓦 :破片資料である。粘土板巻き作 りである。凸面には縄叩きがみられ、ナデ調整により

多 くは擦 り消されている。側端部に面取 りがみられる。凹面には目の細かい布目痕がみられ、

模骨痕 と考えられる縦位方向の凹凸が認められる。側端部には浅い面取 りがみられる。断面に

は粘土板の合わせ目がみられる。瓦質は緻密で硬 く厚さは最大 2.9cm程である。

6)上 製品

板状上製品 :厚さ5mm程の粘土板を丸め重ね合わせて板状のものにしている。両端が欠損



しており形状は不明であるが、長さ 1l cm以上 。幅 9cm。 厚さ3cm程あり、直方体を呈して

いたと考えられる。ナデ及び指のオサエで成形されている。

上錘 :長 さ3.5cm。 径 lcm程で 2mm程の孔が貫通している。成形は指のオサエで断面が

ややつぶれた四角形を呈している。上師質である。

7)石 製品

砥石 :短冊型と分銅型の二種がある。両者とも上部が欠損しているが、短冊型は5cm角程で

分銅型は最大 6× 10 cm程の面をもつ。残存面すべてが砥面 となり擦痕および細かい濤がみと

められる。材質は凝灰岩である。

凹石 :長軸 12.3cm・ 短軸 10.4cm。 最大厚 4.8cm程で倒卵形を呈する。両面中央部に 2×

2cm程の不整形な凹面が穿たれている。磨面などは認められない。材質は安山岩である。

8)金属製品

鎮具 :鉄製のもので縦 4.2cm・ 横 4.9cmのやや横長の長方形を呈する。枠中央部に横にT

字形の刺金が収まる。銹化のため左側が面となっているが本来は中抜きとなっていたと考えら

れる。断面は径 4mm程の正方形を呈する。鍛造品と考えられる。

鉄斧 :現存長 8.8cm・ 幅 3.2cmを計る。刃先から柄の差し込み部へむかい厚さを増し、長

軸の断面は逆三角形を呈する。刃部付近は偏平な板状 となっているが、差し込み部付近は厚さ

2mm程の鉄板を四角形に折 り曲げ袋状 としている。鍛造品である。

釘 :銹化が著しいが、端部が折 り曲げられ断面が四角形を呈しており、釘 と考えた。先端部

が欠損するが残存長は11.8cmを 計る。断面径は4～6mmである。鍛造品である。

2.出土遺物の組み合わせと年代について

上記において出土遺物の特徴を述べ分類まで行ったが、多 くのものは住居跡及び土坑出上の

遺物群で、出土状況から強い同時性を考え得るものも数多 く含まれている。ここでは当該遺構

の上器類に着目し、組み合わせ及び年代についてみてみたい。遺構出上の上器類には土師器・

赤焼土器・須恵器の三種類があるが、土師器の製作にロクロ不使用と使用の二者があり、土師

器を主体 としてみると大きく二群に分けられる。ここでは便宜的に前者をA群土器、後者をB

群土器 とする。

A群土器は 1住居 。18住居・20住居出上の上器群で構成される。器種には土師器邪・高邪・

甕・鉢、須恵器不・高台付不・重がある。主体 となる土師器は器形的特徴から東北地方におけ

る土師器編年の「国分寺下層式」に位置づけられ、当群は国分寺下層式期の範疇に属すると考

えられる。当該期の各遺構の上器構成は下記の通 りである。資料はカマド・周濤を主とする。



I住居 :土師器 (不 A4b類 -1点・A2類-1点、甕 Al類-1点、鉢 A2類 -1点 )

土師器 (不 A4a類 -2点・不 A4b類 -1点、甕 Al類-1点。A2類 -2点 )〈堆積土〉

須恵器 (不 1類-1点、高台付不-1点、重 2類 -1点 )〈堆積土〉

18住居 :土師器 (不 Al類 -1点、甕 Al類-2点、鉢 A3類-1点 )

20住居 :土師器 (不 Al類-2点・A3類-1点、甕 Al類-2点 )

以上が 3軒の住居跡の上器類構成であるが、 1住居の出土遺物はA群・B群土器が混在して

いるが、周濤・カマド・ ピットから出土する土器類 (A群土器)と 明らかに相違がみられる土

器群 (B群土器)を堆積上の遺物群 として区別している。また、20住居は 18住居と重複関係に

あり20住居が時間的に後のものであることが確認されている。

A群土器の郷類に着日し各住居をみると、 1住居 と18・20住居の二つのグループに分けるこ

とが可能である。

I住居 :不 A4類・邪 A2類で構成される。甕 Al・ A2類、鉢 A2類、須恵器不 1類、高台付不、

重 2類が伴う。

〈不 A4類は口径が 15～ 16 cmの 中形品、底部は丸底風の平底で内弯気味に立ち上がる

(a)、 口唇部が外反(b)す るものがあり、調整は外面がヘラミガキ・ヘラケズリで内面は

ヘラミガキ・黒色処理を施す。不 A2類は口縁部破片資料、内弯気味に立ち上がる、調

整は外面がヘラミガキ ?、 内面はヘラミガキ・黒色処理を施す〉

18住居 :不 Al類 。A3類で構成される。高不、甕 Al類、鉢 A3類が伴う。
20住居

〈邪 Al類は口径が 9～12 cmの小形品、底部は丸底で外傾気味に立ち上がる、口縁部 と

体部の境が屈曲、調整は外面がヨコナデ・ヘラケズリ・ナデで内面はヘラミガキ・黒

色処理を施す。不 A3類は底部が偏平な丸底、境にかるい段、調整は外面がヘラミガ

キ・ヘラケズリで内面はヘラミガキ・黒色処理を施す〉

1住居では周濤を埋め戻し、西側への住居拡張が認められ、二時期 (a・ b)の生活面が確認

されている。周濤・北側カマド (煙道)・ ピットから出上した土器類が(b)期 に属し、堆積土中の

A群土器が(a)期 に属するものと判断した。イ A2類が(b)期 に含まれるが、不 4b類が両期にみら

れ、改築の点も考慮に入れると、a・ b期には大きな時間的差は存在しないものと考えられた。

当住居出土土器の特徴 (不 A4類を主体 とする)を もつ類似資料 として、名取市清水遺跡第Ⅷ

群土器 (第 58号住居跡出土土器)がある。土師器 (不 9点・甕 2点 )、 須恵器 (不 2点)が出

土資料として掲載されている。不類は二類に分けられ、さらに大きさで細分されている。郷第

1類 としたものは当遺跡分類での郷 A4a類に類似し、特に不第 1類のbはほば特徴を同じくし

ている、不第 2類 は口縁部の調整にヨコナデとヘラミガキの違いはあるが、日縁部が外反する

点など不 A4b類の特徴をもつ。甕は当 1住居の資料が破片資料で全容が不明であるが、口縁部



と体部の境に段・稜など顕著なものもみられず、体部はナデ・ ケズリで成形され、ほぼ同形の

ものと考えられる。尚、当住居では須恵器の高台付不 と不が出土しているが、高台付杯は切 り

離しが回転ヘラ切 りのもので、不は静止糸切 りで手持ちヘラケズリが周縁に施される。邪は器

形・技法面からみて色麻町日の出山窯跡出土不に類似している。

清水遺跡の報文では他の国分寺下層式の上器群 との比較から、段 。沈線をもたない平底の不

で構成される第ⅥI群土器を当式の中でも後出のものとし、終末の段階に位置するものとしてい

る。当 1住居出土土器は上述の様に清水遺跡第Ⅷ群土器 とほぼ同様な土器群構成をもつが、破

片資料ではあるが沈線をもつ不が 1点含まれており、やや前出するものと考えられる。時期は

須恵器不の問題は残るが、大きく8世紀後半頃としておきたい。

18・ 20住居では出土遺物自体の数が少なく比較検討に難があるが不 Al類を主体 とし類似資

料をみると、仙台市郡山遺跡第 43次調査 SD35濤跡出土土器が上げられる。上師器 (不 21点 。

椀 2点 。高不 1点・甕 3点 )、 須恵器 (不 2点・甕 1点)が資料 として掲載されている。不類は

口縁部と体部の境に段を有する中形のものが大半を占め、不 Al類に類似するものは 1点であ

る。不 A3類は底部破片資料で比較が難しいが、底部偏平の不が 5点程みられる。高不は不部欠

損品であるが、脚部に長方形の透かしをもち、脚裾端部がやや上方におれまくる特徴をもち、

ほぼ同形のものである。甕類は体部が球形で頚部に弱い段をもち甕 Al類 とは特徴を異にして

いる。甕 Al類は最大値が回縁部にありゆるく外反し、段などもみられず、砲弾形を呈する。器

形的には後出的要素をもつものと判断される。報文では土師器不・須恵器郷の検討から国分寺

下層式の中でも初期段階のものとしている。これらから判断して当住居出土土器は8世紀前半

頃の年代を想定することが可能かと考えられる。

B群土器は2住居 。19住居・21住居・22竪穴・ 4土坑・ 5土元出上の上器群で構成される。

器種には土師器不・高台付不・甕・鉢 。赤焼土器郷・高台付不・須恵器不 。高台付不・ 壺があ

る。製作に際しロクロ技法を使用する土師器は東北地方における土師器編年の「表杉ノ入式」

に位置づけられ、当群は表杉ノ入式期の範疇に属すると考えられる。A群土器 と同様に位置づ

けを考えてみたい。資料は床面 。カマド・ ピット (貯蔵穴状ピット)。 一括品を主とする。

2住居 :土 師 器 (不 B2a類 -1点・B3a類 -2点、高台付不-1点、甕 Bl類-1点 )

赤焼土器 (不 1類-3点 )

須 恵 器 (不 3類 -1点、重 1類-2点 )

19住居 :土 師 器 (甕 Bl類-1点、赤焼土器不 1類-1点 )

土 師 器 (不 B3a類-2点・B3b類 -1点・B4a類 -2点・ B4b類-2点、

甕 Bl類-1点・B2類-3点 )〈堆積土・一括〉

赤焼土器 (不 1類-2点・ 2類-3点、高台付不-1点 )〈堆積土 。一括〉



21住居

4土坑

5土坑

22竪穴

土 師 器 (不 B3a類 -1点 )

土 師 器 (イ B2b類 -1点・B3b類-1点・B4b類 -3点・B4c類 -4点、

高台付不-2点、甕 Bl類 -1点・B2類 -3点 )〈一括〉

須 恵 器 (不 2類-1点 )

上 師 器 (不 B2a類 -1点・B2c類 -1点・B3c類 -1点、甕 Bl類 -1点 )〈一括〉

土 師 器 (不 Bl類 -1点・B3b類 -1点 )〈堆積土〉

須 恵 器 (不 2類 -1点 )〈堆積土〉

以上が各遺構出上の上器類構成であるが、19住居では床面・貯蔵穴状ピット資料の他に灰白

色火山灰に覆われた埋土資料を住居廃絶後の一括 としている。また、22竪穴ではすべてが埋土

出土であるが土師器不 B類に他と相違がみられ、堆積土資料 として掲載した。

土器類は上記の様に多種にわたるものが出上しているが、ここでは最も出土量の多い土師器

不を中心にして考えてみたい。不類は器形・法量値から1～ 4類 まで分け、調整の有無等から

a～cに細分している。 1～ 4類、特に 2～ 4類の不はほぼ同形 とみることも可能であるが、細

かくみると底径が 1類から4類にかけて小さくなる傾向が看取される。更に各類は各遺構毎に

おおまかなまとまりがみられ、このことは小幅ではあるが各類が時間的推移の中で判断される

ものと考えられる。

土  師  器 赤焼土器 須恵器

郭 高

付
不

甕 雰 高
台
付
然

イ 壷

B4b

S12

S119

SK4

SK5

S122

表 1 遺構出土土器分類

土師器邪類に着目し、各遺構の上器類をみると、下記のグループに分けることが可能である。

|グループ :邦 B2類・B3類で構成され、赤焼土器不が伴うものlAl、 伴わないものlBl

(2住居・ 5土坑)

2グループ :不 B4類が主体 となり、赤焼土器不が伴うものlAl、 伴わないものlBl

(19住居・ 4土坑)

3グループ :そ の他の遺構で、出土量が少なく、比較検討の不可能なもの

(21住居 。22竪穴)

ここでは2グループの出土遺物に着目し、他の遺構の遺物 との比較を試みたい。 2グループ



とした 19住居。4土坑は共に土器類等の廃棄場 としての性格をもつもので、生活什器 としての

上器組成としては偏 りが否めないが、強い共伴関係をもつものである。

2グループの上器群 と類似するものとして、仙台市中田畑中遺跡 。同市安久東遺跡出上の遺

物群がある。

中田畑中遺跡では2軒 (1号 。2号)の住居跡が調査されている。遺物 として土師器 (不 32

点・甕 19点・鉢 1点 )、 赤焼土器 (不 5点 )、 須恵器 (郷 2点・甕 2点・重 1点)が出土資料と

して掲載されている。上師器不は大型で椀 と呼称しえるものも含まれるが、元袋Ш遺跡での邪

BⅢ類に相当するもので、切 り離し技法は確認されるものすべて回転糸切 りで、無調整のもの

が主体を占める。赤焼土器不が両住居跡で共伴し、 1・ 2類に相当する。 2号住居跡ではロク

ロ不使用の甕が共伴関係にあるが、地域的な面からの把握が必要かと考えられるが、当式期の

中ではよくみられる事象である。報文では、詳細は省略するが、他の遺跡 との比較検討から 2

号住居跡出土土器の年代を9世紀中葉以降から10世紀前半以前の年代を与えている。

安久東遺跡では3軒 (1～ 3号)の住居跡が調査され、出土遺物 として土師器 (郷 35点 。甕

11点 )、 赤焼土器 (不 27点・高台付不 2点 )、 須恵器 (不 5点 )、 灰釉陶器 (不 1点・瓶 1点 )

が資料 として掲載されている。土師器不は口径の法量値が中田畑中・元袋Ⅲ遺跡のものに比べ

若千小さい。日径に対する底径の比率も小さい傾向がみられ、郭 BⅢ類の範囲に大きく含まれ

るものと判断されるが、別類を想定しうる、口径値に対しさらに底径値が小さくなる、法量比

率をもつ。切 り離し技法はすべて回転糸切 りで、無調整である。赤焼土器がすべての住居跡で

共伴し、不は 1。 2類及び皿の 1類に相当するものと考えられる。年代は2号住居跡から出土

している灰釉陶器の年代から想定し、さらに検討の結果、10世紀後半頃に比定されている。他

の住居動も同様な年代が与えられている。

以上の結果から2グループの年代を想定してみると、ほぼ中田畑中遺跡の住居跡出土土器群

と同時期頃で、安久東遺跡住居跡出土土器群よりは前出する年代が考えられる。尚、19住居出

土遺物群は10世紀前半以前の降下年代が考えられている灰白色火山灰に覆われており、これら

のことを力日味すると、おおまかに 10世紀前後の年代が想定される。他のグループもおおきくこ

の時期頃と考えられるが、器形等からみてやや前出するものかと考えられる。尚、土師器不の

底部及び周辺の再調整の有無は、有→無への時間的推移は傾向としては理解されるが、すべて

を対象とはしえないが、前後関係を示し得るものではなくフォームとしての技術的問題等の中

で理解すべきものと考えられる。



V.発見遺構について

|.住居跡について

6軒確認している。すべて竪穴式住居跡である。出土遺物の特徴から二時期に分けられ、A群

土器グループの 1・ 18・ 20住居の 3軒が国分寺下層式期に属し、 1住居が 8世紀後半頃に、18。

20住居が 8世期前半頃の年代が想定された。B群土器グループになる 2・ 19・ 21住居の 3軒が

表杉ノ入式期に属し大きく10世紀前後頃の年代が考えられた。尚、住居跡から除外した 22竪

穴遺構は表杉ノ入式期のものと考えられた。住居間の変遷は (20住)→ (18住)→ (1住)→

(2住→ 21住→ 19住)の順が推定される。

平面形 規    模 面積 柱穴 方  向 備   考

S11
形

形

方

方

丸

丸

隅

隅

a)68× 64
b)64× 64

央

央

中

中

璧

璧

東

北

5本

4本 ?
N - 3° ― E

部分的改築

壁柱六

S l 18 隅丸方形 北壁中央 N - 16° ― E カマ ド造 り替 え

S120 隅丸方形 東壁中央 末確認 N - 15° 一 E S118を 切る

隅丸方形 東壁中央 未確認 N-9・ ― W

S l 19 隅丸方形 東壁中央 木確認 灰 自色火山灰

S 隅丸方形 東壁中央 未確認 N-4-E

(単位 :皿・ m2)

表2 住居跡観察表

住居跡の構造・規模等は上表に記したが、すべて隅丸方形の形態をもち、 1住居のみが一辺

6mを超える大形のもので、一辺約 5m弱の規模をもつ 18住居 とともに柱穴が確認されてい

る。la住居では5基の柱穴が検出されたが、lb住居でも同様 となるかは判断し得なかったが

確認数は少ないが壁柱穴が巡っている。住居跡の軸方向は様々ではあるが、各二時期の中では

まとまりが認められそうである。カマドはすべての住居に付設され、東壁及び北壁の中央に位

置し、作 り替えもみられる。平安期に属する 2・ 19・ 21住居はすべて東壁にカマドを有してお

り、構築の差異か削平か判断が出来なかったが煙道部が確認されなかった。尚、これらのカマ

ドの南脇には貯蔵穴状のピットがすべてにみられる。

2.掘立桂建物跡について

柱穴は数多 く検出しているが建物跡 と認定したものは3棟 (10・ 23・ 24建物)のみにとどま

る。調査区西側部に住居跡 とともに集中して位置するが、重複関係や方向性もなく新旧等の関

連については明らかでない。柱穴内よリロクロ使用の上師器片が出土しており、B群土器グル

ープの遺構 (2・ 19・ 21住居)と 伴うものかとは考えられるが、位置関係等からみて組み合う

ものの推定は難しい。柱穴は円形を呈するものが主体を占め方形のものは数少ない。大きさは

径 40～60 cm程であるが 80 cmを超えるものもある。柱痕跡はほぼ円形で 10～20 cmを計 り、



柱筋もほぼ直線に通る。24建物は唯一総柱 となるもので、他の建物に較べて全体的に柱穴掘 り

方 。柱痕跡が大きい。倉庫等の性格をもつものと考えられる。位置的に 2・ 21住居との組み合

わせは考えられない。10建物は1× 2間 と他の建物に較べて規模の小さいものである。柱穴埋

土よリロクロ使用の上師器が出土はしているが、古代に属するものか規模の面等からみて類例

もなく断定ができない。

地 区 桁行 ×梁行 棟方向
柱 間 寸 法

面積

桁  行 梁  行

SB10 lX2間

南引ヒ棟

N-23° ―E 列

列

東

西 120+106

妻

妻

北

南

SB23 2× 3聞 ?

南北棟

東列  417+175

(二間分 )

南妻

SBつ 4 2× 3間

南耳ヒ棟

N-16・―E 東

中

西

北妻  174十 二90

南妻  176■ 198

163

(単位 :m・ m今

表3 建物跡観察表

3.上坑について

15基確認している。平面の形態から円形と方形の 2種に分類が可能で、更に細か く分けられ

る。全体 として出土遺物も少なく、時期及び性格を特定できるものは少ない。これら土元のな

かでも検出及び遺物出上の状況において特徴をもつものもある。 4土坑及び 5土坑では埋土中

位の層上面でロクロ使用の上師器を主とする一括遺物が検出されている。検出状況から廃棄さ

れたものと判断され、「ゴミ捨て場」としての使用が考えられた。尚、 4土坑の底面は方形を呈

すほぼ平坦面で単なるゴミ捨て穴 とは考えにくく再利用が想定される。両土坑 とも他の遺構 と

地 区 平 面 形 規  模 備 考

SK4 日形 (不整形 ) 一括土器・墨書土器「太J

円形 (不整形 ) 一括土器

SK8 円形 (不整形 )

円形 (長円形 ) 220× 120X30

S K 12 円形 (不整形 ) 150× (90)× 55 土師器片

S K 13 円形 (長岡形 ) 炭化物・焼■・土師器片

円形 (円 形 ) 70以上 X12

S K15 円形 (円形 ?) 60以 上 X12

S K 16 D-8 方形 (方 形 )

S(17 円形 (長円形 ) 炭化物・廃■・上師器片

S K 28 方形 (方 形 ) 190X(05)X7 炭化物・焼土

方形 (長方形 ) 炭化物・焼土・ 上師器片

S K 31 円形 (円 形 )

S K 32 円形 (長円形 )

S K 36 F-9 円形 (不整形 ) 炭化物・焼土・上師器片

(単位 :cm)

表 4 土坑観察表



の関連はみいだせなかったが、出土遺物の検討から時期としては住居跡群 と同じ10世紀前後頃

の年代が考えられる。13・ 17・ 28・ 29。 36土坑の埋土より焼土及び炭化物が検出されている。

なかでも29土坑は底面に炭化物が面的に広がる状況が確認され、36土坑では多量の戊化物・焼

上がみられた。壁面が焼けている状況もなく、性格は不明である。28土坑を除 く土坑からはロ

クロ使用の上師器が出上しており、時期は大きく平安時代 と考えておきたい。

4. '寺跡について

計 8条検出している。調査区内を縦走し外側へ延びるものがほとんどで全体を把握できるも

のはない。濤方向は 11濤 を除きほぼ同方向と平行関係がみられるが、これは地形的制約からく

るものかと考えられる。6濤 は南辺と東辺が確認され、E7区で北側に強 く屈曲し東辺がゆるく

弧を描きながら北側へ延びている。形状から区画としての性格をもつものと考えられた。G12

区付近で北 と南の濤幅に違いがみられるが断面観察から部分的拡張と判断された。埋土から多

くの上師器片や餃具が出上しているが中世陶器が 1点含まれており時期は中世頃と考えられ

る。11濤 は 1住の南西側に位置する三股となる濤である。東側の濤は柱穴に切られるが方向的

に 1住の南東隅に延び、底面が南側に傾斜していることもあり、断定は出来ないが 1住に伴う

施設とも考えられる。25。 26・ 27濤 は互いに近接し方向的にもほぼ同一であり、一つのグルー

プとしてとらえた。濤の真心間は北側で 25。 26濤が 96 cm、 26・ 27濤が 135 cmを計る。検出

本数が 3本 と少なく全容を把握できないが、畑跡と考えられている「濤状遺構」に属するもの

ではと考えられる。埋土から土師器の小破片が出土しており、時期は積極的な確証はないが平

安期頃と判断したい。34濤は南側が削平され形状も不安定な濤である。方向は他の濤 とほぼ同

じであるが、性格・時期は不明である。35濤 は 19住 を切るかたちとなっているが、接点部の形

状に不明な点がのこっている。埋土から土師器片は出上しているが、34濤同様に性格 。時期は

不明である。

断面形 上端幅 深 さ 確認長 備    考

SD6 逆台影 550(m) E7区 で屈曲・ 北側部幅広

SD7 皿形 G-12区 で二股

皿形 南側で二股 。SIこ と関連 ?

コの字 形

皿形

S D 27 Dll形

S D 34 コの字形 36

S D 35 ヨの字形

(単位 icm)

表 5 溝跡観察表

5。 その他

他の遺構 としては、33河川跡と柱穴群がある。



河川跡は対岸が確認されず幅 30m以上となる規模の大きいものである。確認面において 8・

9。 12土坑、 7濤、ピットが検出されている。すべて掘 り上げておらず、埋土上部より上師器

や須恵器等が出上しており時期は古代以前にとどまる。尚、住居跡等の遺構群が河川跡より西

側に集中しているが、これは河川の存在からくる制約が起因と考えられる。当河川跡は古い時

期の魚川と考えられる。

柱穴群は調査区西側中央部を中心として数多 く確認されている。掘立柱建物跡は二辺の柱71」

が確認されたものに限定したため柱列にとどまる柱穴群が多い。その中で 1住西辺部を切る三

基の柱穴は西側が調査区外となるが規模等から建物跡 とも考え得るものである。柱穴掘 り方は

一辺 80 cm程の方形を呈し、柱痕跡は径 20 cm程である。柱列の方向は真北ラインに対し東へ

約 12度偏している。その他の柱穴群は積極的な確証 (建物跡及び塀)を もち得ず不定 となって

いる。

ⅥB墨書土器と文字について

今回の調査で墨書をもつ土器を計 6点確認している。すべてロクロ使用の上師器のイで、体

部外面に正位体で「太」と書かれている。出土遺構は4土坑で他の上器類 と共に一括の状態で

検出されている。出土状況から判断して廃棄物 と考えられ、 4土坑は「ゴミ捨て場」の性格を

もつ。土器の所属時期は 10世紀前後頃である。

墨書文字が同一筆跡であるかは検証し得なかったが、筆の入り方や文字の大きさには違いが

認められる。欠損部や摩滅があるが全体 としては流麗な筆のはこびである。

近年来、各遺跡で土器類に墨書された資料 (文字類)の増加がみられるが、今回の資料の様

に一文字で表されているものは現時点において意味付 (地名 。人名)等不明と言わざるおえな

い状況である。尚、「太」と墨書された資料 として仙台市南小泉遺跡第 3次調査第 28号土墳出

土土師器不 (ロ クロ使用)に「仲・寿 ?」 と判読されるものと伴に 5点出土している。

一
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Ⅶ .ま とめ

今回の発掘調査地点は名取川の支流 となる魚川が形成した東西に馬背状に延びる標高 10m

前後の自然堤防上に位置する。

検出遺構 として住居跡 6軒、竪穴遺構 1基、掘立柱建物跡 3棟、土坑 15基、濤跡 8条、河川

跡 1条、柱穴及びピット多数があり、遺物 として縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、陶器、

磁器、瓦、石製品、金属製品が出上している。

検出された各遺構は河川跡の西側に集中している。これは河川跡の制約からくるものと判断

され、元袋Ⅲ遺跡の東端部に位置するものと考えられた。西側一帯に各時期の集落が展開され

ているものと推定される。

検出遺構・ 出土遺物からみて大きく下記の三時期に分けることが可能である。

1期 :(国分寺下層式期)住居跡のみの確認で他の遺構 との関連は不明である。出土遺物からさ

らに 2期 (8世紀前半頃と8世紀後半頃)に細分される。餃具や平瓦が出上し、当地点

付近で古瓦が採集された報告もあり、土器類の特徴など当遺跡東方 lkmに位置する郡

山遺跡 との関係が窺われる。

2期 :(表杉ノ入式期)住居跡・土坑・掘立柱建物跡等、多 くの遺構がこの時期に含まれる。部

分的な確認ではあるが畑跡と考えられる濤跡群などもみられ、有機的な遺構の組み合わ

せが想定されたが、土坑などを含め関係は不定である。各遺構間には若干の時期差が認

められるが、大きく10世紀前後頃のものと考えられた。

3期 :(中世)濤跡のみの確認である。調査区西狽1へ展開する濤跡 (堀跡)である。平面形態は

方形を基調 とするものと判断されるが、やや不整形である。北側部が幅広となるが作 り

替えも認められず、北側に位置する河川跡との関係が考えられた。
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写真 9

S12住居跡全景

写真10

S12住居跡カマ ド

周辺土器出土状況
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写真11

S12住居跡

ピット2断面

写真12

S12住居跡

ピット2

土器出土状況

写真13

S118住居跡全景
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写真 14

S118住居跡

カマ ド状況

写真15

S118住居跡カマ ド

周辺土器出土状況

写真16

S118住居跡ビット5

土器出土状況
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写真17

S119住居跡

全景

写真18

S119住居跡

カマ ド全景

写真19

S119住居跡

ピッ ト1断面
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写真20

S120住居跡

全景

写真21

S120住居跡

カマ ド全景
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写真23

S B10建 物跡

全景

写真24

S B24建 物跡

全景
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写真26

SK4土坑

遺物出土状況

写真28

SK5土 坑

遺物出土状況
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写真29

SD6溝 跡断面

(E-7区 )

写真30

SD6溝 跡

北イ貝1部全景
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写真3,

S R33河川跡断面

写真32

S R33'可

'IIP亦

】犬況

ぼ 額
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1 6-5  6 11-7
2 6-1  7 6-4
3 11-2  8 11-6
4 11-3  9 11-5
5  11--4

9

写真33 出土遺物 1(土師器 )



1 29-5  7 9-3
2. 29--1     8   9-4

3 29-2  9 9-1
4 29-3  10 9-2
5 29-7  11 9-5
6  29--6

写真34 出土遺物 2(上師器 )



2

1  14--3

2 . 31--1

3  23--2

4  14--2

5  14--4

6  14--7

7  14--1

8  14--6

9  14--10

10  14--5

11  30--1

12  14--9

13  15--4

13 1

写真35 出土遺物 3(土師器 )



写真36 出土遺物 4

1 15-3   7 15-6
2 15-1   8 33-1
3 14-11  9 33-4
4   9-10    10  33--6

5 10-2  11 33-7
6 9-9  12 16-3

(赤焼土器・土師器 )



1 16-1  6 29-10
2.17-1  7 10-4
3 7-2  8 10-7
4 7-1  9 10-6
5  23--3

写真37 出土遺物 5(土師器・須恵器)



1  30--7     3. 33--9

2  17--5     4  33--8

写真38 出土遺物 6(石製品・瓦 )



5

1 . 19--6

2  33--3

3  17--4

4. 7-5
5. 33--2

写真39 出土遺物 7(土製品 。金属製品)
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